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橋 り ょ う 工 事 特 記 仕 様 書  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 特 記 仕 様 書 は 、川 越 市 土 木 工 事 共 通 仕 様 書 に 定 め る も の の

ほ か 、請 負 工 事（ 以 下「 工 事 」と い う 。）に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の

と す る 。  

 

 （ 適 用 ）  

第 ２ 条  こ の 特 記 仕 様 書 は 、道 路 街 路 課 が 発 注 す る 次 の 工 事 に 適 用 す る 。 

    工 事 名 久 下 戸 跨 線 橋 耐 震 補 強 及 び 補 修 工 事 （ そ の ２ ）  

    工 事 場 所  川 越 市 大 字 久 下 戸 地 内  

    

 （ 監 督 員 の 権 限 ）  

第 ３ 条  川 越 市 建 設 工 事 標 準 請 負 契 約 約 款 、埼 玉 県 土 木 工 事 共 通 仕 様 書 、

建 設 副 産 物 の 手 引 き 及 び 川 越 市 土 木 工 事 共 通 仕 様 書 、本 特 記 仕 様 書 に よ

る も の と し 、特 に 定 め の な い 事 項 に つ い て は 、監 督 員 と 協 議 の 上 決 定 す

る も の と す る 。  

 

 （ 交 通 規 制 等 ）   

第 ４ 条  本 工 事 に お け る 、伸 縮 装 置 補 修 工 及 び 防 護 柵 工 施 工 時 は 原 則 と

し て 片 側 交 互 通 行 に よ る 施 工 を 行 う も の と し 、交 通 誘 導 員 の 配 置 に つ い

て は 、 工 事 実 施 日 １ 日 に つ き ３ 人 を 標 準 と す る 。  

 そ の 他 工 種 施 工 時 の 交 通 誘 導 員 の 配 置 に つ い て は 、工 事 実 施 日 １ 日 に

つ き １ 人 を 標 準 と し 、そ れ ぞ れ 道 路 使 用 許 可 条 件 を 遵 守 し て 施 工 し な け

れ ば な ら な い 。  

 

（ 耐 震 補 強 工 ）  

第 ５ 条  耐 震 補 強 工 に 先 立 ち 部 材 取 付 範 囲 に つ い て 、既 設 構 造 物 の 詳 細

寸 法 及 び 障 害 物 の 有 無 、 鉄 筋 探 査 等 の 調 査 を 行 う も の と す る 。  



２  現 場 条 件 等 を 十 分 に 把 握 し 、取 付 部 材 の 荷 下 ろ し 、取 付 手 順 に つ い

て 施 工 計 画 を 立 案 す る も の と す る 。こ の 時 、補 修 工 の 内 容 を 踏 ま え 効 率

的 な 現 場 管 理 を 行 え る よ う 十 分 に 配 慮 す る こ と 。  

 

 （ 補 修 工 ）  

第 ６ 条  補 修 工 に 先 立 ち 過 年 度 の 橋 り ょ う 点 検 結 果 及 び 、既 存 構 造 物 の

損 傷 を 再 度 確 認 し 、補 修 箇 所 に つ い て 事 前 に 監 督 員 と 協 議 す る も の と す

る 。  

 

 （ 既 存 塗 膜 の 試 験 検 査 結 果 ）  

第 ７ 条  塗 装 塗 替 に つ い て は 過 年 度 に 実 施 し た 含 有 量 試 験 及 び 溶 出 試

験 の 結 果 を 踏 ま え 施 工 計 画 を 立 案 す る も の と す る 。な お 、本 工 事 で 対 象

と す る 既 存 塗 膜 は 鉛 を 含 有 す る も の で あ る 。  

 

 （ 塗 膜 除 去 及 び 素 地 調 整 ）  

第 ８ 条  既 存 塗 膜 の 試 験 結 果 を 踏 ま え 、塗 膜 除 去 及 び 素 地 調 整 の 施 工 に

際 し て は 適 切 な 安 全 衛 生 対 策 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

 

 （ 塗 膜 く ず 処 分 ）  

第 ９ 条  塗 膜 除 去 に よ り 発 生 す る 廃 棄 物 に つ い て は 、関 係 法 令 に 従 い 適

切 に 処 分 し な け れ ば な ら な い 。本 工 事 に よ り 発 生 す る 塗 膜 く ず に つ い て

は 、下 記 に 示 す 施 設 へ の 搬 出 を 想 定 し て い る が 、別 施 設 を 選 定 す る 場 合

に は 事 前 に 監 督 員 の 承 諾 を 得 る も の と す る 。  

 ・ 鉛 含 有 塗 膜 く ず 処 理 施 設  

ジ ャ パ ン ウ ェ イ ス ト （ 株 ）  

 ・ 種 類 及 び 処 分 量  

塗 膜 く ず 汚 泥  1.5t 

 



 （ 建 設 副 産 物 ）  

第 １ ０ 条  本 工 事 に よ り 発 生 す る 建 設 副 産 物 に つ い て は 、下 記 に 示 す 施

設 へ の 搬 出 を 想 定 し て い る が 、別 施 設 を 選 定 す る 場 合 に は 事 前 に 監 督 員

の 承 諾 を 得 る も の と す る 。  

 ・ ア ス コ ン 再 生 プ ラ ン ト  

  （ 株 ） 関 東 建 設  川 越 ア ス コ ン  

 ・ 種 類 及 び 処 分 量  

ア ス フ ァ ル ト 廃 材  2.5ｍ 3 

 ・ 再 生 砕 石 等 プ ラ ン ト  

  （ 株 ） 山 一 商 事  川 越 リ サ イ ク ル セ ン タ ー  

 ・ 種 類 及 び 処 分 量  

  コ ン ク リ ー ト 廃 材 （ 無 筋 ）  0.1ｍ 3 

 

（ 中 間 検 査 ）  

第 １ １ 条  技 術 管 理 課 の 検 査 対 象 工 事 に つ い て は 、川 越 市 工 事 検 査 規 則

の 実 施 要 領 に よ り 、 次 の と お り 実 施 す る 。  

①  請 負 契 約 金 額  1 ,0 00 万 円 以 上 ～ 10 ,000 万 円 未 満  1 回  

②  請 負 契 約 金 額  10 ,000 万 円 以 上  2 回  

 

（ 工 事 書 類 （ 写 真 ） 電 子 納 品 ）   

第 １ ２ 条  本 工 事 は 、「 川 越 市 工 事 書 類（ 写 真 ）電 子 納 品 運 用 取 扱 基 準 」

の 対 象 工 事 で あ る 。取 扱 基 準 は 、川 越 市 総 務 部 技 術 管 理 課 ホ ー ム ペ ー ジ

で 確 認 の こ と 。  

 

 

 

 

 



（ 週 休 ２ 日 制 適 用 工 事 ）  

第 １ ３ 条  本 工 事 は「 週 休 ２ 日 制 適 用 工 事 （ 現 場 閉 所 型 ） 」 の 対 象 工 事 であ る 。

実 施 は 、 川 越 市 週 休 ２ 日 制 適 用 工 事 要 領 （ 土 木 工 事 ） （ 令 和 ６ 年 １ １ 月 １ 日

施 行 ） に よ る も の と す る 。 要 領 は 、 川 越 市 総 務 部 技 術 管 理 課 ホ ー ム ペ ー ジ で 確

認 のこと。 

 

  

（ そ の 他 ）  

第 １ ４ 条  本 工 事 は い わ ゆ る 現 道 工 事 で あ る こ と か ら 、工 事 目 的 物 の 引

渡 し 前 に 、一 定 区 間 を 一 般 交 通 の 用 に 供 す る と き は 、監 督 員 に よ る 確 認

等 を 受 け る こ と 。こ の 区 間 に お い て 、引 渡 し 前 の 工 事 目 的 物 や 資 機 材 等

に 事 故 が 発 生 し た 場 合 は 、 受 発 注 者 で 協 議 を 行 い 対 応 す る も の と す る 。 

 

 

https://www.city.kawagoe.saitama.jp/shisei/info/1007964/1007974

/1007978.html 



舗装版切断時に発生する濁水の処理に係る特記仕様書 

 

（趣旨） 

第１条 この特記仕様書は、埼玉県土木工事共通仕様書及び橋りょう工事特記

仕様書に定めるもののほか、アスファルト舗装切断時に発生する濁水（以下

「濁水」という。）の処理に関し必要な事項を定めるものとする。 

（適用） 

第２条 この特記仕様書は、川越市建設部道路街路課の発注するアスファルト

舗装版の切断作業に適用する。 

（濁水の処理） 

第３条 受注者は、アスファルト舗装切断作業を行いながら濁水を吸引のう

え、タンク等に貯留し、作業後速やかに、濁水を処理施設へ運搬し処分する。 

 ・種類及び処理量  汚泥（油分を含む汚泥） ０．０２８ｍ3 

 ・中 間 処 理 施 設  川越市下赤坂１８１２  株式会社山一商事 

 ・処 理 方 法  中間処理後、最終処分場に搬入（処理に焼却含ま

ず） 

２ やむを得ない理由がある場合は、別途監督員と協議するものとする。 

（条件） 

第４条 受注者は、濁水を処理する業者を、産業廃棄物の汚泥(アスファルト

舗装版切断時に発生したもの)の中間処分業の許可を得ており産業廃棄物管理

票（マニフェスト）にて管理できるものから選定する。 

２ 濁水の運搬は、元請負業者が行うこととする。ただし、やむを得ない理由

があると発注者が認めた場合は、濁水の運搬を、産業廃棄物の汚泥(アスファ

ルト舗装版切断時に発生したもの)の運搬許可を得ている業者に委託すること

ができる。 



 

（提出書類等） 

第５条 受注者は、施工計画書にアスファルト舗装版切断時に発生する濁水の

収集・運搬・処理に関する計画書、受注者と処分業者の許可証の写しを添付す

ること。 

２ 受注者は、濁水の運搬を、産業廃棄物の汚泥(アスファルト舗装版切断時

に発したもの)の運搬許可のある業者に委託した場合は、受注者と運搬業者と

の契約書の写し及び運搬業者の許可証の写しを添付すること。 

３ 受注者は、工事完了後、速やかに産業廃棄物管理票（マニフェスト）のＤ

票及びＥ票の写しを監督員に提出すること。 

４ 受注者は、濁水の運搬を、産業廃棄物の汚泥(アスファルト舗装版切断時

に発生したもの)の運搬許可のある業者に委託した場合は、Ｂ２票の写しも監

督員に提出すること。 

（その他） 

第６条 濁水処理量については、舗装版の切断延長や切断厚が変わった場合を

除き、原則として設計変更の対象としないものとする。 

２ 受注者は、バキューム式以外の工法（舗装切断時に濁水を生じない等）を

使用する場合において、事前に発注者と協議するものとする。 

３ この特記仕様書に疑義が生じた場合については、別途監督員と協議するも

のとする。 
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川越市 建設部 道路街路課
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橋 　 梁 　 名

橋 　 　 　 長

支 　 間 　 長

縦 　 断 　 勾 　 配

有 　 効 　 幅 　 員

雪 　 荷 　 重

舗 　 　 　 装

形 　 　 　 式

躯 　 体 　 形 　 式

基 　 礎 　 形 　 式

コ ン ク リ ー ト

鉄 　 　 　 筋

久 下 戸 袴 線 橋 (く げ ど こ せ ん き ょ う )

251.4m

4@20.00m+19.69m+43.00m+22.66m+19.69m+3@20.00m

6.50m

無 し

アスファルト舗装 t=50～ 98mm

活 荷 重 合 成 桁

逆 T式 橋 台  2基 (A1,A2)

張出式橋 脚  10基 (P1～ P10)

杭 基 礎　 RC杭 +PC杭 （ 橋 台） 、 RC杭 （ 橋脚 ）

σ ck=24N/mm2

SD345

活 　 荷 　 重 T-14

橋 の 重 要 度 の 区 分 B種

設 計 水 平 震 度

7%勾配～VCL35m～ LEVEL～ VCL35m～ 7%勾配

路 　 線 　 名 市道 0034号線

Ｊ Ｒ 川 越 線 （ 東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 ）桁 下 種 別 （ 管 理 者 ）

横 　 断 　 勾 　 配 1.5% 勾配

架 　 設 　 年 　 次 昭和 60年 (1985年 )

適 　 用 　 基 　 準

腹 板 高 第 1～ 5径間、第7～ 11径間：0.900ｍ、第 6径間：2.000ｍ

kh=0.30（Ⅲ種地盤）

道路橋 示方書・同解 説  昭和 55年
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※ 特 記 事 項

　 1． 本 図 面 は 、 既 存 資 料 お よ び 現 地 計 測 を も と に 作 成 し た 図 面 で あ る 。
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※ 特 記 事 項
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支 承 補 強 支 承 補 強

支 承 補 強

支 承 補 強 支 承 補 強

支 承 補 強 支 承 補 強

橋 脚 補 強 橋 脚 補 強 橋 脚 補 強 橋 脚 補 強 橋 脚 補 強 橋 脚 補 強橋 脚 補 強橋 脚 補 強橋 脚 補 強 橋 脚 補強

支 承 補 強

※ 特 記 事 項

　 1． 本 図 面 は 、 既 存 資 料 お よ び 現 地 計 測 を も と に 作 成 し た 図 面 で あ る 。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

0 10 20 3 0 4 0

Ｎ 値

50

1 . 7 0

深 度(m) 土質 記号

2.6 0

4 . 6 0

6 . 3 5

8 . 9 0

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

1 2 . 6 0

1 4 . 4 0

1 4 . 9 0

2 1 . 3 5
2 1 . 6 5

2 4 . 7 0

2 7 . 7 0

3 3 . 2 0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

0 1 0 2 0 3 0 4 0

Ｎ  値

50

1 . 1 5

深 度(m) 土質記 号

2.6 0

4 .7 5

9 .8 5

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

1 2 .7 5

1 3 .8 0

2 2 . 3 5

2 3 .0 5

23 . 8 0

2 7 .9 5

3 .7 0

1 5 .1 5

33 . 2 5

▽ +7. 7 1 ▽ +7. 5 8

B r
-1

Br
-2

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

耐震補強一般図

令和7年度

施工範囲（P5～P6)）

令和7年度

施工範囲（P5～P6)）

令和7年度

施工範囲（P5～P6）

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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図示

工事名

図面名

縮尺 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

耐震補強一般図（その２）

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)

4　/　38

(Co)

ト
ラ
フ

ト
ラ
フ

川
越
線

き
電
線

3172

1.5% 1.5%

2
0
0
0

1050280028001050

7700

600 6500 600

7700

4
7
0

7
5

1
5
5
0

9
5
02
5
0

5
0

1 00

1.5% 1.5%

600 6500 600

7700

4
7
0

7
5

1
5
5
0

9
5
02
5
0

5
0

9
0
0

1050280028001050

7700

G1 G2 G3

212821282128

3033 3033

1
0
0

2
0
0

8
7
6
0

7
0
0

5
0
0
（

2
4
2
0
）

　
2
4
0
0

5
1
6
0

（
1
2
0
0
）

 

　
1
2
2
0
 

6 384 106106

639 4@1276.5=5106 639

1
0
0
0

2
0
0

2 4 90

21

2490

1
2
0
0

2 1

G1 G2 G3

径 間 長　 20460 径間 長 　 43800 径間 長 　 23460 径 間 長　 20460

JR管 理

橋長　 251400

2630

5660 8550

5510

5
3
0
0

5
4
0
0

(4730) (7820)

(1940) (5320)

径 間 長　 20460 径間 長 　 43800

川 越方

(Co)

(Co)

径 間 長　 20460径間 長 　 23460

6000 2500 JR管 理 2500 4000

大 宮方

橋長　 251400

2600
5000(施工基面幅 )

(営業線近接範囲)

2600
5000 (施工基面幅 )

(営業線近接範囲)

中 間 部 端 部

排 水 管

鉄筋コンクリート床版　 17㎝

排 水 管

ア ス フ ァ ル ト 舗 装  5～ 9.9㎝

鉄筋コンクリート床版　 17㎝

分 配 部 端 部

ア ス フ ァ ル ト 舗 装  5～ 9.8㎝

RC 杭

S=1:100断面 図

第 7径 間 　断面 図

第 6径 間 　 断 面図

φ 450

t=75 L=23000

P5橋 脚 （ P6橋 脚 ） 正 面 図

P4 P5 P6
P8

MF
MF

FF
FM

FM

P4 P5 P6 P7
P8

S=1:200平面 図

跨線 部
S=1:200側 面図

水
路道

路
水
路

道
路

P7

M F M F
M

耐震補強一般図（その２）

落 橋 防 止 構 造

落 橋 防 止 構 造
横 変 位 拘 束 構 造

落 橋 防 止 構 造 落 橋 防 止 構 造落 橋 防 止 構 造落 橋 防 止 構 造
横 変 位 拘 束 構 造

落 橋 防 止 構 造
横 変 位 拘 束 構 造

落 橋 防 止 構 造

落 橋 防 止 構 造

落 橋 防 止 構 造
横 変 位 拘 束 構 造

落 橋 防 止 構 造

落 橋 防 止 構 造落 橋 防 止 構 造
横 変 位 拘 束 構 造

落 橋 防 止 構 造

橋 脚 補 強

支 承 補 強 　 　

支 承 交 換 　 　

支 承 補 強 支 承 補 強支 承 補 強支 承 交 換支 承 交 換支 承 補 強

橋 脚 補 強 橋 脚 補 強

支 承 補 強

支 承 交 換

支 承 補 強

支 承 補 強支 承 交 換 支 承 補 強

橋 脚 補 強 橋脚 補 強 橋 脚 補 強

橋 脚 補 強

※ 特 記 事 項

　 1． 本 図 面 は 、 既 存 資 料 お よ び 現 地 計 測 を も と に 作 成 し た 図 面 で あ る 。

き 電 線

信 号

電 力 線
高 圧 線

き 電 線

ト ラ フ

ト ラ フ
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

0 10 20 30 40
Ｎ 値

50

1.70

深度(m) 土質記号

2.60

4.60

6.35

8.90

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

12.60

14.40

14.90

21.35
21.65

24.70

27.70

33.20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

0 10 20 30 40
Ｎ 値

50

1.15

深度(m) 土質記号

2.60

4.75

9.85

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

12.75

13.80

22.35

23.05

23.80

27.95

3.70

15.15

33.25

▽+7.71 ▽+7.58

Br
-1

Br
-2



設置 数 ： 3基設 置数： 3基

設置数： 2基

設置数： 3基

設置 数 ： 2基

設置 数： 3基

設 置 数 ： 2基

　 　 　 　 　

水 平 力 分 担 構 造支 承 交 換

　　　

落 橋 防 止 構 造

落 橋 防 止 構 造

落 橋 防 止 構 造

支 承 交 換

落 橋 防 止 構 造　 　

　 　 　

　　　

図示

工事名

図面名

縮尺 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

P5橋 脚 　 補 強 一 般 図

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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CL

▽ 7.80

▽ 7.30

▽ 7.80

▽ 7.30

A1橋台側 A2橋台側

B-4 B-5

久下戸跨線橋　 P5橋脚　補強一般図

S=1:75

支 点部

側 面 図

A1橋台側 A2橋台側

B-5 B-6

桁 間部

A1橋台側 A2橋台側

B-5 B-6

平 面図

CL

S=1:75

FM

FM

▽ 7.80

▽ 7.30

▽ 7.80

▽ 7.30

S=1:75正 面 図

起点 側 終点 側

1
0
0

1
0
0
0 2
0
0

1
2
0
0

5
1
6
0

7
5
6
0

2
4
2
0

5
1
6
0

8
7
8
0

1
0
0

8
7
8
0

7
0
0

5
0
0

2
4
2
0

5
1
6
0

1
2
2
0

1
0
0

7
5
6
0

7
0
0

5
0
01
2
0
0

5
1
6
0

1
2
2
0

5
0
0

7
0
0

1
0
0
02
0
0

1
0
0
02
0
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

1
2
0
0

1
2
0
0

1
2
0
0

1
0
0
02
0
0

1
0
0

1
0
5
0

1
0
5
0

2
3
4
0

1
1
1
7

2
9
8
0

2
9
8
0

1
1
1
7

2
1

3
1
7
2

2
1

2
4
9
0

2
4
9
0

1 117 2980 2980 1117

8194

1
2
7

2
2
2

1
2
7

2
2
2

1
0
0

1
0
0
0 2
0
0

1
2
0
0

5
1
6
0

7
5
6
0

2
4
2
0

5
1
6
0

8
7
8
0

1
2
2
0

5
0
0

7
0
0

5
0
0

1
2
0
0

1
0
0
02

0
0

1
0
0

1
2
7

2
2
2

1 1 17 2980 2980 1117

8194

543
507

376
674

210
0

7
7
0
0

2 234

577 540 400 717

2
0

2
9
8
0

2
3
4
0

2
0

2
8
0
0

2
8
0
0

350
190 50

350

785

350

190 50

350

RC巻 き 立 て 250(266)

1596

2128 2660 2660

21282128

　

2128

1596

250(266)250(266) 250(266)250(266) 250(266)250(266)

G1 G2 G3
G3 G2 G1

100 100

70
°

水 平 力 分 担 構 造
設 置 数 ： 3基

支 承 交 換
設 置 数 ： 3基

設置数： 3基

設置数： 3基
設置数： 3基

設置数： 3基

２－２

落 橋 防 止 構 造
設 置 数： 3基

支 承 交 換
設 置 数 ： 3基

t=250㎜ t=250㎜ t=250㎜

落 橋 防 止 構 造

支 承 交 換
水 平 力 分 担 構 造

支 承 交 換

RC巻 立 て 補 強 RC巻 立 て 補 強 RC巻 立 て 補 強



巻立 て部 詳 細図 S=1:20

橋 軸 方 向 鉄 筋 　 定 着 部 直 角 方 向 鉄 筋 　 非 定 着 部

250

φ 42　 L=650mm

エ ポ キ シ 樹 脂 充 填

1
0

6
4
0

(
D
3
2
)

6
5
0

150 100

250

150 100

断 面 図 S=1:50

● ： 定 着 筋 を 示 す

〇 ： 非 定 着 筋 を 示 す

P5橋脚

正面 図 S=1:50 側面 図 S=1:50

鉄 筋 径 （ 呼 び 径 ）

ビ ー ド 幅S:

a:

D:

の ど 厚

22mm

0.5D = 11.0mm

0.39D - 3 =  5.6mm

※ 帯 鉄 筋 の フ レ ア 溶 接 の 位 置 は 、 鉄 筋 ピ ッ チ 毎 に 90° 位 置 を

　 ず ら し て 配 置 す る 。

D

D
=

a
=

m m

S=(D  )帯 鉄 筋 (D  )帯 鉄 筋

以 上mm以 上

22 22

1020 20

220

11.0

5
.
6

フ レ ア 溶接 詳 細図

18

4960

5600 34.89

30.09

628.0

370.812

単 位 質 量
(kg)

1本 当り質 量
(本 )

質 　 量
(kg/m) (kg)

本  数

合 計

長 　 さ径 備 　 考種  別

鉄  筋  表

kg

kg998.8D32

C 6.23

2 D32

D32

6.23

1

4530 13.29 1329.01003 3.04

100 箇 所フレ ア 溶 接 （ D22）

kg1329.0

H 1 220 0.2248D13 0.995

kg10.6D13

SD345

σ ck=24N/mm2

使 用 材 料 （ 柱 補 強 ）

鉄 　 　 筋

　 　 現 地 検 測 の 上 、 相 違 が な い か 確 認 す る こ と 。

注 記 )

１ ． 躯 体 形 状 は 竣 工 図 を 基 に 作 成 し た も の で 工 事 の 際 は

２ ． 鉄 筋 加 工 お よ び 取 付 位 置 は 現 地 検 測 の 上 決 定 の こ と 。

３ ． ア ン カ ー 削 孔 の 際 は 既 設 鉄 筋 を 破 断 せ ぬ よ う

　 　 配 筋 調 査 を 行 う こ と 。

４ ． 鉄 筋 の 曲 げ 加 工 は 鉄 筋 の 中 心 寸 法 で 表 示 し て い る 。

S=1:50主 筋加 工 図

1
8
-
D
3
2
x
5
6
0
0

帯 筋加 工図 S=1:50

C
1

巻 立 て 部 天 端

フ ー チ ン グ 天 端

6
4
0

4
9
6
0

5
6
0
0

1
2
-
D
3
2
x
4
9
6
0

C
2

4
9
6
0

1  - 1 2 - 2

5
0
6
0

1
2
0
0

2 660

2128

1
0
0

6
3
6
0

2 66 266

1
0
0

1
0
0

LC

6
4
0

1596

2128

1
2
0
0

1
0
0

266266

5
0
6
0

6
3
6
0

1
0
0

1
0
0

1 60

=455

2@227.5

3@300=900

=455

2@227.5
160

2128

LC

11

2

2

5 0-D22x4530C3-2

※ 継 手 は 千 鳥 配 置 と す る

260

260

1
7
2
6

5 0-D22x4530C3-1

1918

600

R=66

R=66
1
7
2
6

1 9 18

600

R=66

R=66

=
4
8
0
0

4
8
@
1
0
0

6
0

=
4
8
0
0

4
8
@
1
0
0

6
0

C1

C3 C3

160

271

6@300=1800 271

160

2660

6
4
0

160

271

6@300=1800

271

160

2660

    D32

H1

組 立 用 ア ン カ ー

C2

C1

H1

組 立 用 ア ン カ ー

1964

694

1
8
6
7

2338.4

1
6
0

=
4
5
5

2
@
2
2
7
.
53
@
3
0
0
=
9
0
0 =
4
5
5

2
@
2
2
7
.
51
6
0

2
1
2
8

2
5
0

1
5
0
0

2
5
0

2
0
0
0

250

2000

250

2500

C1

    D32
C1

    D32
C2

    D32
C2

   D22
C3

10.6

直 角 方 向

橋
軸

方
向

1 - 1断 面 方 向 2-2断 面 方 向

組 立 用 ア ンカ ー 詳細 図

コ ン ク リ ー ト 表 面 ブ ラ ス ト 処 理

組 立 用 ア ン カ ー 鉄 筋

D13 L=220(M12ネジ切り長20)

（ 軸 方 向 鉄 筋 と 結 束 す る ）

H

純 か ぶ り

70mm以 上

コン クリート 削孔　 φ 18× 58

イン サー ト アン カー 　 M12× 50

150 100

250

20 30

5
0

5
0

1
0
0

S=1:5

組 立 用 ア ン カ ー は 軸 方 向 鉄 筋 を 固 定 す る こ と を

目的とし 、 1本 /ｍ 2程度配 置する。

1

112.0

D22

D32

弾 性 シ ー ル 材 充 填

巻 立て 部 天端 詳 細 S=1:10

100150

250

▽ 梁 下 端

2.0% 1
0
0

3 0

3
0

D22

    D13

D32

　 　 　 D32

　 　 　 D32

D22

    D13

軸 方 向 鉄 筋  D32 軸 方 向 鉄 筋  D32

軸 方 向 鉄 筋

帯 鉄 筋　

端 部 シ ー ル 工

コ ン ク リ ー ト 削 孔

フ レア 溶 接

70°

11
0°

フ レ ア 溶 接

帯鉄筋 D22

主 鉄 筋 D32

11
0°

70°

70°

11
0°

図示

工事名

図面名

縮尺 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

P5橋 脚 　 補 強 配 筋 図

Ｐ５橋脚　補強配筋図

D22

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)

D22
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φ205

φ 165

PTFE

4
3

1 ゴ ム 支 承 [弾 性 荷 重 支 持 板 ] S=1:10

（４ ０ ０Ｋ Ｎ用）

3
8
0

610

4-M16ネジ深 14(上面 )

(ス ト ッ パ ー ボ ル ト 用 )

65 480 65 4-44キ リ

(アンカーボルト用 )

3
2

φ
207

橋
軸

方
向

2x4-M16ネ ジ 深 16(上面 )

(ｻｲﾄﾞﾌﾞﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ用 )

3 ベ ー スプ レート S=1:10

250

25 50 100 50 25

5
0

2
0

2
5

2
5

4 - 19キ リ

(ｻｲﾄﾞﾌﾞﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ用 )

ゴム支承 [弾性荷重支持板 ]側

50

3
6
4
2

7
8

2 5 25

20 50

1
5

6 サ イド ブ ロッ ク S=1:10
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5
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(桁取付ボルト用 )
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(ス ト ッ パ ー ボ ル ト 用 )

橋
軸

方
向

1 8

36

R5

4 スト ッ パー プ レー ト S=1:10

2
7
0

2
0
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5
0

D25

M24

8 アン カ ーボ ル ト S=1:10

4804-D25

φ 205

1404-M16
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1
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1
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3
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3
4
2

1 1

5
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1

3

7
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9

4

断 　面 　 図 S=1:10

（ 橋 軸 直 角 方 向 ）

250

φ 205

240

290

380

6

10

側 　 面　 図 S=1:10

（ 橋 軸 方 向 ）

φ 65 21

1C
1C

5 せ ん断キー S=1:10

設 　 計　 条 　 件

　 　　　　 　　　反 　　力　 (kN)　　 　 Mov

　 最 　 大 　 反 　 力 　 Rmax 400

　 最 　大 　反 　力 　 （  回  転  照  査  用  ）　 Rmax2 400

　 死 　 荷 　 重 　 反 　 力 　 RD 223

　 照 　 査 　 荷 　 重 　 R1L 90

　 最  大  水  平  力 　 　 橋  軸  方  向 　 RHeq1 40

　 橋  軸  直  角  方  向 　 RHeq2 110

　 上  向  き  の  地  震  力 　 Ru -67

　 　　　　　 　　変　位 　量　 (mm)　　　

　 照  査  荷  重  時  の  変  位  量 　 δ cL 0.500

　 回  転  変  位  量 　 δ r 0.483

　 水  平  変  位  量 　 　 常  時  ・  橋  軸  方  向 　 Δ L1 26

　 　 　 　 　 　 　 　 性 　 　 能 　 　 　

　 ゴ  ム  の  種  類  及  び  呼  び 　 材料 ･G NR･G10

　圧  縮  ば  ね  定  数  (kN/mm)　参考値 Kv 180

材 　 料 　 表 （ １ 組 当 り ）

部 番 部    品    名    称 材       質 個 数 重量 (kg) 備    考

1 ゴ ム 支 承 [弾 性 荷 重 支 持 板 ] NR,SS400,PTFE 1 7.7 NR(天 然 ゴ ム )

2 ス ラ イ デ ィ ン グ プ レ ー ト SM490A,SUS316 1 19.7

3 ベ ー ス プ レ ー ト SM490A 1 56.4

4 ス ト ッ パ ー プ レ ー ト SM490A or SCW480N 1 8.6

5 せ ん 断 キ ー SM490A or S35CN 1 0.5

6 サ イ ド ブ ロ ッ ク SM490A or SCW480N 2 8.3

7 カ ッ プ ラ ー S45CN 4 2.7 ゴ ム キ ャ ッ プ 付

8 ア ン カ ー ボ ル ト SD345 4 4.3

9 ス ト ッ パ ー ボ ル ト ， ワ ッ シ ャ ー 強 度 区 分  8.8 4 0.3

10 サ イ ド ブ ロ ッ ク ボ ル ト ， ワ ッ シ ャ ー 強 度 区 分  8.8 8 1.0

11 桁 取 付 ボ ル ト ， ワ ッ シ ャ ー 強 度 区 分  8.8 4 0.7

※ 1 道 路 橋 支 承 便 覧 (H16)準 拠 。

※ 2 使用 材料は道路橋支承便覧 2.9に適合。

※ 3 材 料 表 の 部 番 を ○ で 囲 ん だ 部 品 は 溶 融 亜 鉛 め っ き と す る 。

JIS H 8641 HDZT77、 ボ ル ト 類 は HDZT49と す る 。

※ 4 ゴ ム 支 承 の 重 量 は 施 工 上 の 参 考 重 量 を 示 す 。

※ 5 製 作 ・ 施 工 に 必 要 な ア イ ボ ル ト 穴 は 適 宜 設 け る こ と 。

※ 6 必 要 な ア イ ボ ル ト 本 数 は 協 議 し て 決 定 す る こ と 。

※ 7 桁 取 付ボ ルト 重量 は L=100mmとし て参 考に 計 上す る。

※ 8 金 物 類 は 現 場 状 況 に 応 じ 適 宜 変 更 の こ と 。

※ 9 ソ ー ル プ レ ー ト 直 角 寸 法 は 上 沓 上 面 寸 法 以 下 と す る 。

※ 10 ソ ー ル プ レ ー ト は 主 構 に て 計 上 の こ と 。

9 ス ト ッ パ ー ボ ル ト ， ワ ッ シ ャ ー M16 x 35 強度区分  8.8

10 サ イ ド ブ ロ ッ ク ボ ル ト ， ワ ッ シ ャ ー M16 x 55 強度区分  8.8

11 桁 取 付 ボ ル ト ， ワ ッ シ ャ ー M16 x 100 強度区分  8.8

P5 起 点 側  可動 ゴ ム 支 承 装置 （ 弾性 荷 重 支 持 板 ）

190

300

2
4
0

6
5

2
5
0

6
5

2
2

2
5
0

※  ア ン カ ー 位 置 及 び ベ ー ス プ レ ー ト 形 状 は

現 場 状 況 に 応 じ 適 宜 変 更 の こ と 。

※ アンカー位置及びベースプレート形状は

現場状況に応じ適宜変更のこと。

G1

G2

G3

P4

位 　 置　 図

M F

P3

F

P5

M F

P6

M FF

G1

G2

G3

4
2

1

4
3

φ 205

PTFE t=3mm

天然ゴム (NR) ゴム被覆  t=1mm

上下鋼板  (SS400)

中間補強鋼板 (SS400)

荷 重支 持 板詳細図 S=1:5

R5

水 切 り溝 詳細図 S=1:5

5
5

5
8

9

6
7

φ 60

φ 42 M24ネジ深 20

7 カ ッ プラ ー S=1:5

70°

図示

工事名

図面名

縮尺 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ ５ 橋 脚 　 支 承 詳 細 図 （ そ の １ ）

Ｐ５橋脚　支承詳細図（その１）

ゴ ム キ ャ ッ プ EPDM 4 0.1

110.3合 計 (kg)

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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1 ゴ ム 支 承 [弾 性 荷 重 支 持 板 ] S=1:10

3
5
0

350

8-M20ネジ深 16(上 面 )

(桁取付ボルト用)

橋
軸

方
向

1
4

2
8

3
2

1
0

4
2

1 5 φ 150 15

φ 180

φ 122

1C

2 上　 沓 S=1:10

5
4
0

780

9
0

3
6
0

9
0

90 600 90 4-61キ リ

(アンカーボルト用)

4
5

M 120x4

橋
軸

方
向

3 ベ ー スプ レート S=1:10

3
8
0

3
0

3
5
0

D 35

M33

7 ア ンカ ー ボル ト S=1:10

6004-D35

φ 305

8-M20

350

780

3
8
2

1
3
3

1
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4
5

5
6

3
2

8

5

2

4

1

3

6

7

断 　面 　 図 S=1:10

（ 橋 軸 直 角 方 向 ）

360

φ 305

350

540

側 　面 　 図 S=1:10

（ 橋 軸 方 向 ）

2-φ 3.5深さ 5

(リ ン グ ナ ッ ト 締 付 け 用 )

60 2-M12ネ ジ深 25

(アイボルト用 )

φ 140

φ 120

4
5 1
2
0

1
0

1
3
0

M120x2

M120x4

5

4 シ ン ボウ S=1:10

G1

G2

G3

P5 P6

位 　 置　 図

設　 計 　条 　 件

　　 　　　　 　　反　 　力　 (kN)　　　 P5

　 最 　 大 　 反 　 力 　 Rmax 750

　 最　 大　 反 　力 　（  回  転  照  査  用  ） 　 Rmax2 750

　 死 　 荷 　 重 　 反 　 力 　 RD 510

　 照 　 査 　 荷 　 重 　 R1L 120

　 最  大  水  平  力 　 　 橋  軸  方  向 　 RHeq1 500

　 橋  軸  直  角  方  向 　 RHeq2 230

　 上  向  き  の  地  震  力 　 Ru -153

　　　 　　　　　 変　位　 量　 (mm)　 　　

　 照  査  荷  重  時  の  変  位  量 　 δ cL 0.571

　 回  転  変  位  量 　 δ r 0.783

　 　 　 　 　 　 　 　 性 　 　 能 　 　 　

　 ゴ  ム  の  種  類  及  び  呼  び 　 材 料 ･G NR･G10

　圧  縮  ば  ね  定  数  (kN/mm)　参考値 Kv 210

材 　 料 　 表 （ １ 組 当 り ）

部 番 部    品    名    称 材       質 個 数 重量 (kg) 備    考

1 ゴ ム 支 承 [弾 性 荷 重 支 持 板 ] NR,SS400 1 17.8 NR(天 然 ゴ ム )

2 上 　 沓 SM490A 1 27.3

3 ベ ー ス プ レ ー ト SM490A 1 140.7

4 シ ン ボ ウ S45CN 1 11.5

5 リ ン グ ナ ッ ト S45CN 1 0.3

6 カ ッ プ ラ ー S45CN 4 7.1 ゴ ム キ ャ ッ プ 付

7 ア ン カ ー ボ ル ト SD345 4 11.4

8 桁 取 付 ボ ル ト ， ワ ッ シ ャ ー 強 度 区 分  8.8 8 2.6

※ 1 道 路 橋 支 承 便 覧 (H16)準 拠 。

※ 2 使用材料は道路橋支 承便覧 2.9に適合。

※ 3 材 料 表 の 部 番 を ○ で 囲 ん だ 部 品 は 溶 融 亜 鉛 め っ き と す る 。

JIS H 8641 HDZT77、 ボ ルト 類 は HDZT49と する 。

※ 4 ゴ ム 支 承 の 重 量 は 施 工 上 の 参 考 重 量 を 示 す 。

※ 5 製 作 ・ 施 工 に 必 要 な ア イ ボ ル ト 穴 は 適 宜 設 け る こ と 。

※ 6 必 要 な ア イ ボ ル ト 本 数 は 協 議 し て 決 定 す る こ と 。

※ 7 桁 取付 ボル ト 重量 は L=100mmと して 参考 に 計上 する 。

※ 8 シ ン ボ ウ 、 リ ン グ ナ ッ ト は め っ き 後 ね じ 加 工 の こ と 。

※ 9 金 物 類 は 現 場 状 況 に 応 じ 適 宜 変 更 の こ と 。

※ 10 ソ ー ル プ レ ー ト は 主 構 に て 計 上 の こ と 。

8 桁 取 付 ボ ル ト ， ワ ッ シ ャ ー M20 x 100 強度区分  8.8

P5 固 定 ゴム 支承装 置 （弾 性 荷重支 持 板）

3
5
0

3
2

※  ア ン カ ー 位 置 及 び ベ ー ス プ レ ー ト 形 状 は

現 場 状 況 に 応 じ 適 宜 変 更 の こ と 。

※  ア ン カ ー 位 置 及 び ベ ー ス プ レ ー ト 形 状 は

現 場 状 況 に 応 じ 適 宜 変 更 の こ と 。

29070 80 70

3
0

2
9
0

3
0

65 70 80 70 65

φ 120

5
6

φ 235

φ 305

天然ゴム  (NR)

ゴム被覆  t=2mm

上下鋼板  (SS400)

中間補強鋼板 (SS400)

荷 重支 持 板詳 細図 S=1:5

7
5

8
1

1
0

9
1

φ 80

φ 59 M33ネジ深 30

6 カ ッ プラ ー S=1:5

図示

工事名

図面名

縮尺 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ５橋脚　支承詳細図（その２）

Ｐ５橋脚　支承詳細図（その２）

ゴ ム キ ャ ッ プ EPDM

合 計 218.9 (kg)

0.24

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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図示

工事名

図面名

縮尺 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ５橋脚　支承取替工詳細図（その１）

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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補 修 （ 空 ボ ル ト ）

1425

ガ ス 切 断　 ガ ス 切 断　

4-φ 20孔

8-φ 24孔

φ
=6
7

R=5 R=5

φ
=1

82

4 -φ 24.5孔

6-φ 24.5

ジ ャ ッ キ ア ッ プ 補 鋼 材

6-φ 24.5

主 桁 補 強 材

主 桁 補 強 材

ジ ャ ッ キ ア ッ プ 補 鋼 材

6-φ 24.5

メ タ ル タッ チ　

6-φ 24.5

A部

14-φ 24.5

メ タ ル タ ッ チ　B部

14-φ 24.5

既 設 落 橋 防 止 装 置 跡

主 桁 補 強 材

　

補 修 （ 空 ボ ル ト ）

400 1425

1825

5401227

1767

1
2
7

2
2
2

ジ ャ ッ キ ア ッ プ 補 鋼 材

6-φ 24.5 主 桁 補 強 材

既 設 落 橋 防 止 装 置 跡

ジ ャ ッ キ ア ッ プ 補 鋼 材

6-φ 24.5

 

6-φ 24.5

横 変 位 拘 束 構 造 取 付 位 置

油 圧 ジ ャ ッ キ

ベ ン ト

主 桁 補 強 材

P5橋 脚 　 起 点 側  新 設 可 動 ゴ ム 支 承・ 終 点 側  新 設 固 定 ゴ ム 支 承 （ そ の 1）

終 点 側起 点 側

新設 ソ ールプ レ ート　 P5橋 脚

終 点 側起 点 側

既 設 ソール プ レート 　 P5橋 脚

A1橋台側 A2橋台側

B-4 B-5

G1、 G3部

G2部

A部詳 細 図

断 面 図

起 点 側

B部詳 細 図

断 面 図

終 点 側

A1橋台側 A2橋台側

B-4 B-5

Ｐ ５ 橋 脚 　 支 承 取 替工 詳 細 図 （ そ の １ ）

ジ ャ ッ キ ア ッ プ 補 鋼 材 ： 3箇 所

 6-TCB M22× 85 (S10T)

 2-L 90× 90× 13× 815（ SS400）

ジ ャ ッ キ ア ッ プ 補 鋼 材 ： 3箇 所

 1-L 130× 130× 15× 1580（ SS400）

 1-L 130× 130× 15× 1940（ SS400）

 1-L 130× 130× 15×  340（ SS400）

14-TCB M22× 85 (S10T)

設置個所： 6箇所

 6-TCB       M22× 60      (S10T)(空 ボル ト )

 6-TCB       M22× 55      (S10T)(空 ボル ト )

※ 特 記 事 項

　 1． 図 中 詳 細 寸 法 は 、 現 地 実 測 の 上 決 定 の こ と 。

　 2． ブ ラ ケ ッ ト の 製 作 は 、 現 地 調 査 の 上 、 最 終 決 定 の こ と

　 3． ア ン カ ー ボ ル ト 孔 位 置 は 鉄 筋 探 査 の 上 、 削 孔 を 行 い 、 実 測 の 上 決 定 の こ と

　 4． 主 桁 補 強 材 を 取 り 付 け る ボ ル ト の 孔 明 は 、 現 場 に て 調 整 の う え 、 行 う こ と 。

　 5． ナ ッ ト ・ ワ ッ シ ャ ー は メ ッ キ 品 を 使 用 す る こ と 。

　 6． ナ ッ ト は JIS B 1181に 準 拠 し た も の を 使 用 す る こ と 。

　　 入手困難な場合は、旧JISの付属書規定に沿ったもので代用してもよい。

　 7． 寸 法 の な い Ｋ 形 溶 接 の 表 示 の あ る 箇 所 は 、 完 全 溶 込 み 溶 接 を 用 い る 。

主 桁 補鋼 材 詳 細 図 S=1:20側 面 図 S=1:20

平面 図 S=1:20

S=1:10 S=1:10

ソー ル プレ ー ト S=1:10



P5橋 脚 　 起 点 側  新 設 可 動 ゴ ム 支 承・ 終 点 側  新 設 固 定 ゴ ム 支 承 （ そ の 2）

主桁 補 強材 取 付詳 細図 S=1:10
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4-φ 20
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設 置個所： 3箇所
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（ セ ッ ト ボ ル ト ）

主 桁補 強 材詳 細図 S=1:10

材料 1基当り： 全 3基

 4-RIB  PL    70× 12× 520（ SM400A）

 4-PL         70× 22× 97（ SM400A）

 4-Base PL   107× 12× 480（ SM400A）
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設置個所： 2箇所

 4-HTB       M22×110      (F10T)
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（ セ ッ ト ボ ル ト ）

材料 1基 当り： 全 2基

 4-RIB  PL   133× 22× 138（ SM400A）

 4-PL        155× 22× 200（ SM400A）

 4-Base PL   200× 12× 120（ SM400A）

1
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材 料 1基 当り： 全 1基

 4-RIB  PL   113× 22× 138（ SM400A）

 4-PL        135× 22× 200（ SM400A）

 4-Base PL   200× 12× 120（ SM400A）

主 桁 補強 材 詳 細 図 S=1:10
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4-φ 24.5

設置個所： 1箇所

 4-HTB       M22×110      (F10T)
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4
0

9
5

F .P.

F.P.

F.P.

F.P.

再利用　 6-φ 24.5

22

22

起 点 側 　 側 面 図

起 点 側 　 平 面 図

終 点 側 　 側 面 図

1-1

終点側 　平面図（ G2）

終 点 側 　 平 面 図 （ G1・ G3）

1-1

2-2

起 点 側

終点側　G1・ G3

終 点側 　 G2

※ 特 記 事 項

　 1． 図 中 詳 細 寸 法 は 、 現 地 実 測 の 上 決 定 の こ と 。

　 2． ブ ラ ケ ッ ト の 製 作 は 、 現 地 調 査 の 上 、 最 終 決 定 の こ と

　 3． ア ン カ ー ボ ル ト 孔 位 置 は 鉄 筋 探 査 の 上 、 削 孔 を 行 い 、 実 測 の 上 決 定 の こ と

　 4． 主 桁 補 強 材 を 取 り 付 け る ボ ル ト の 孔 明 は 、 現 場 に て 調 整 の う え 、 行 う こ と 。

　 5． ナ ッ ト ・ ワ ッ シ ャ ー は メ ッ キ 品 を 使 用 す る こ と 。

　 6． ナ ッ ト は JIS B 1181に 準 拠 し た も の を 使 用 す る こ と 。

　　 入手困難な場合は、旧JISの付属書規定に沿ったもので代用してもよい。

　 7． 寸 法 の な い Ｋ 形 溶 接 の 表 示 の あ る 箇 所 は 、 完 全 溶 込 み 溶 接 を 用 い る 。

主 桁 孔 明

主 桁 孔 明

1-φ 20孔

既 設 落 橋 防 止 装 置 跡

主 桁 補 強 材

6-φ 24.5孔

R2
0

主 桁 孔 明

主 桁 孔 明

主 桁 孔 明主 桁 孔 明

15C

2-φ 24.5孔

R2
0

2-φ 24孔

15C

R2
0

1-φ 24.5孔

2-φ 24.5孔

2-φ 24孔1-φ 24.5孔

主 桁 孔 明

既 設 落 橋 防 止 用 孔

図示

工事名

図面名

縮尺 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ５橋脚　支承取替工詳細図（その２）

Ｐ ５ 橋 脚 　 支 承 取 替 工 詳細 図 （ そ の ２ ）

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)

10 / 38



モ ル タ ル 台 座詳 細 図 （ そ の 1）

P4橋 脚 　 起 点 側  可 動 支承

橋 軸 方 向橋 軸 直 角 方 向

正 面 図 側 面 図

橋 軸 直 角 方 向

正 面 図

橋 軸 方 向

側 面 図

P3・ P4橋 脚　 終 点 側  固 定 支 承

　 7． 寸 法 の な い Ｋ 形 溶 接 の 表 示 の あ る 箇 所 は 、 完 全 溶 込 み 溶 接 を 用 い る 。

Ｐ ５ 橋 脚 　 支 承 取 替 工 詳 細 図 （ そ の ３ ）
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平 面 図 ア ン カ ー ボ ル ト 詳 細 図
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平 面 図

削孔径　φ 39
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み
長
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脚

中
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側

橋
軸

方
向

5 0 610 50
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3
0

5
2

5
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3
8
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5
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4
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削孔径　φ 35

ア ンカ ー径　 D25

2
5
0

埋
込

み
長

2
6
0

削
孔

長

1
0

3
0

5
2

50 380 50

480

ア ン カ ー ボ ル ト 詳 細 図

平 面 図 ア ン カ ー ボ ル ト 詳 細 図

支 間 中 央 側 橋 脚 中 心 側支 間 中 央 側 橋 脚 中 心 側

橋 軸 直 角 方 向

正 面 図

支 間 中 央 側 橋 脚 中 心 側

橋 軸 方 向

側 面 図

P5橋脚　起点側  可動支承

※ 特 記 事 項

　 1． 図 中 詳 細 寸 法 は 、 現 地 実 測 の 上 決 定 の こ と 。

　 2． ブ ラ ケ ッ ト の 製 作 は 、 現 地 調 査 の 上 、 最 終 決 定 の こ と

　 3． ア ン カ ー ボ ル ト 孔 位 置 は 鉄 筋 探 査 の 上 、 削 孔 を 行 い 、 実 測 の 上 決 定 の こ と

　 4． 主 桁 補 強 材 を 取 り 付 け る ボ ル ト の 孔 明 は 、 現 場 に て 調 整 の う え 、 行 う こ と 。

　 5． ナ ッ ト ・ ワ ッ シ ャ ー は メ ッ キ 品 を 使 用 す る こ と 。

　 6． ナ ッ ト は JIS B 1181に 準 拠 し た も の を 使 用 す る こ と 。

　　 入手困難な場合は、旧JISの付属書規定に沿ったもので代用してもよい。

ベ ー ス プ レ ー ト 下 面

は つ り 面

エ ポ キ シ 樹 脂 充 填

無 収 縮 モ ル タ ル橋 座 面 橋 座 面 無 収 縮 モ ル タ ル

無 収 縮 モ ル タ ル 橋 座 面

橋 座 面 無 収 縮 モ ル タ ル 無 収 縮 モ ル タ ル

橋 座 面

無 収 縮 モ ル タ ル
橋 座 面

ベ ー ス プ レ ー ト 下 面

は つ り 面

エ ポ キ シ 樹 脂 充 填

無 収 縮 モ ル タ ル橋 座 面 橋 座 面 無 収 縮 モ ル タ ル

無 収 縮 モ ル タ ル

ベ ー ス プ レ ー ト 下 面

は つ り 面

エ ポ キ シ 樹 脂 充 填

橋 座 面

70°

図示縮尺 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ５橋脚　支承取替工詳細図（その３）

工事名

図面名

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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鉄 筋 質 量 表
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17@50 50

950

63 824 63
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6
3
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9
4
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2
0

記  号 径 長    さ 本  数 単  位  質  量 一 本 当 り 質 量 質    量

M 1 D13  620 18 0.995 0.62

M 2  850 13 0.995 0.85D13

摘 　 　 要

モ ル タ ル 台 座詳 細 図 （ そ の 2）

平 面 図 ア ン カ ー ボ ル ト 詳 細 図

鉄 筋 加 工 図 （ 沓 座 一 基 あ た り ）平 面 図

D13 22.3kg 差 し 筋 ア ン カ ー D13用 　  4 本一 基 当 た り

合 計

11.2

11.1

D13 66.9kg 差 し 筋 ア ン カ ー D13用 　 12 本

橋 軸 直 角 方 向

正 面 図

支 間 中 央 側 橋 脚 中 心 側

橋 軸 方 向

側 面 図

P5橋脚　起点側  固定支承

D13

削孔  φ 19.5× 57

D13

削孔  φ 19.5× 57

D132

D13

削孔  φ 19.5× 57

D13M 1

M

M 18-D13 X 6201

M 13-D13 X 8502

620

850

※ 特 記 事 項

　 1． 図 中 詳 細 寸 法 は 、 現 地 実 測 の 上 決 定 の こ と 。

　 2． ブ ラ ケ ッ ト の 製 作 は 、 現 地 調 査 の 上 、 最 終 決 定 の こ と

　 3． ア ン カ ー ボ ル ト 孔 位 置 は 鉄 筋 探 査 の 上 、 削 孔 を 行 い 、 実 測 の 上 決 定 の こ と

　 4． 主 桁 補 強 材 を 取 り 付 け る ボ ル ト の 孔 明 は 、 現 場 に て 調 整 の う え 、 行 う こ と 。

　 5． ナ ッ ト ・ ワ ッ シ ャ ー は メ ッ キ 品 を 使 用 す る こ と 。

　 6． ナ ッ ト は JIS B 1181に 準 拠 し た も の を 使 用 す る こ と 。

　　 入手困難な場合は、旧JISの付属書規定に沿ったもので代用してもよい。

　 7． 寸 法 の な い Ｋ 形 溶 接 の 表 示 の あ る 箇 所 は 、 完 全 溶 込 み 溶 接 を 用 い る 。

無 収 縮 モ ル タ ル

橋 座 面

補 強 格 子 筋 補 強格 子 筋

無 収 縮 モ ル タ ル

橋 座 面

無 収 縮 モ ル タ ル

70°

橋 座 面

ベ ー ス プ レ ー ト 下 面

は つ り 面

エ ポ キ シ 樹 脂 充 填

差 し 筋 ア ン カ ー 差 し 筋 ア ン カ ー

差 し 筋 ア ン カ ー

Ｐ ５ 橋 脚 　 支 承 取 替工 詳 細 図 （ そ の ４ ）

図示縮尺 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

工事名

図面名 Ｐ５橋脚　支承取替工詳細図（その４）

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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図示

工事名

図面名

縮尺 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ５橋脚（起）　落橋防止構造取付図

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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16
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下部工前面エポキシ樹脂注入

γ＝1.2

落橋防止構造

設置箇所：3基

アンカーボルト   Ｄ29×520

コンクリート削孔 φ39×445

エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

14
.4

°

補強材

Low Flg 28 mm

落橋防止構造

(緩衝チェーン)

70
.0
°

補強材

下部工ブラケット

上部工側ブラケット

落橋防止構造

T･C･B M22×115

<2W> (S10T)
T･C･B M22×75(S10T)

補強材

チェーン作用時

注記)

3）下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しないように

2）上部工ブラケット及び補強材取付面は、既設桁の素地調整を

   留意すること。

1）図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

　 行うこと。

4）アンカーボルト定着長は既設躯体より１５φ(φ:アンカー径)

   以上を確保すること。

緩衝チェーン取付部詳細図 S=1:10

1 - 1

コンクリート削孔詳細図 S=1:10

下部工側

P5

P4側

1

1

▽下部工天端

G1 G2 G3

P6側

i %

2

2

2 - 2

平面図 S=1:20

S=1:50正面図断面図 S=1:20側面図 S=1:20

久下戸跨線橋  P5橋脚 (起 ) 落橋防止構造取付図

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 A2P10

位置図



緩衝チェーン　2型(1リンク) S=1:10

下部アンカーボルト詳細図 S=1:10

上部工ブラケット詳細図 S=1:10
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1
50

4
0

2
30

1
15

1
1
5

210210

100 220 100

22 22

230

85 22 85 1919

2 - 2

10

10

45°

45°

5

5

(   )

(   )

20
1
1
0

1
3
0

2
2

8585

65 20 20 65

22

材料1基当り (全3基)

 1-BASE PL  230 × 22 × 420 (SM490A) 

 1-TOP  PL  295 × 22 × 380 (SM490A) 

 2-PL     φ180 × 12        (SM490A) 

 8-T.C.B.   M22 × 115       (S10T)<2W>

 4-RIB  PL  130 × 22 × 85  (SM490A) 

S=1:10補強材詳細図

4
0

6
5

1
80

2
0

2
0
0

2
2

100 12

30 70

80 20

112 16

10012

3070

8020

112

100 100

50

40 120 40

200

1
05

55

22

40 120 40

200

22

40 120 40

200

220

7
5

105

50 55

50105

5055

260

10 80 15 15 80 10

3
0

1
60

16
0

1
9
0

3
0

2
2

10

7

10

10

45°

45°

5

5

(   )

(   )

材料1基当り (全3基)

 4-CONN PL 200 × 12 × 180 (SM400A) 

 4-BASE PL 105 × 22 × 200 (SM400A) 

 4-RIB  PL 100 × 22 × 190 (SM400A)

 8-T.C.B.  M22 × 75        (S10T)

S=1:10下部工ブラケット詳細図

 2-PL      φ180 × 12        (SM490A)

材料1基当り (全3基)

 1-Base PL   500 × 22 × 400 (SM490A)

 1-Top  PL   460 × 22 × 299 (SM490A)

 2-Rib  PL   130 × 22 × 170 (SM490A)

250

400

75
17

5
75

5
0
0

200 200

75 75

4 - 4

190 105

29522

2
2

2
2

12
575

2
5
0

1
25

17
5

75

5

6

5

6

F.P.

2
30

4
6
0

5
0
0

23
0

2
0

2
0

100

100

75 250 75

400

5 - 5

7

18 170 23 170 18

400

6 - 6

1
1
0

2
0

1
30

2
2

103 20 20 197

123 217

10

10

45°

45°

5

5

(   )

(   )

1
75

4

4

1
75

2
2

12 22

46

L1 = 1524 mm L2 = 308 mm

緩衝チェーン全長 CL' = 1832.0 mm(地震時許容伸び量 ⊿a = 220mm、CLmax = 2052 mm)

40

50

調整シャックル 緩衝チェーン 強力シャックル

強力チェーン

調整シャックル

40 40

L1 = 1524 mm L2 = 308 mm

緩衝チェーン全長 CL' = 1832.0 mm(地震時許容伸び量 ⊿a = 220mm、CLmax = 2052 mm)

29
9

 2-Rib  PL   130 × 22 × 217 (SM490A)

材料1基当り (全3基)

 4-Nut        M27  1種ナット

 4-Anc Bolt   D29×520 (SD345)

 4-Washer     M27  座金

 4-Nut        M27  3種ナット

（溶融亜鉛メッキ）

85削孔長 445

10

定着長 435 22 63

520

φ
3
9

削
孔

径

注記)

4）下部工ブラケットは、下記の通りの溶融亜鉛メッキ

     HDZT 77    鋼板

   (JIS H 8641)とする。

     HDZT 49    アンカーボルト(ネジ切り部のみ)

3) アンカーボルト孔位置は鉄筋探査の上、削孔を行い、

2）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと

   実測の上決定のこと。

1）図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

5) ナット・ワッシャーはメッキ品を使用すること。

久 下 戸 跨 線 橋  P5橋 脚 (起 ) 落橋 防 止 構 造ブ ラ ケ ッ ト 詳細 図

φ
180

44
孔

90
.0
°

8-φ24.5孔 10c埋戻

4-φ24.5孔

2-φ24.5孔

90°
R20

4-φ32孔

R5
0

44
孔

70.0°

φ
180

エポキシ樹脂注入

M27－3種ナット M27－1種ナット

M27 ネジ切り加工

アンカーボルトD29

図示

工事名

図面名

縮尺 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ５橋脚（起）　落橋防止構造ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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平面図 S＝1:20

S＝1:50正面図

側面図 S＝1:20
断面図 S＝1:20

１－１

２－２

４－４
３－３

鋼製ストッパー取付詳細図 S＝1:10

625625

5
0

14
0

50

3
80

50 450 50

550

2
20

2
15

4
35

コンクリート削孔詳細図 S＝1:10

下部工側

D
35

10 525(定着長)

535(削孔長)

φ
4
5

P5

P6側

300 300

500

234

2
00

1
80

6
00

2
1
0

2
20

4
0

7@
1
25

=
87

5
1
20

１

１

２

３

２

３

18
8

P4側

368

1
5
0

1
7
4

250250

300300

234

10

220
205

535

425

<230>
120

300
300

<120>
230

1250

300

G3 G2 G1

60
0

1250

60
0

1250

60
0

1250

<120>

230

300 <230>

120

1250

300

2
0
0

2
20

1
80

6
0
0

18
8

▽下部工天端

300

※ < >内寸法はG1桁を示す。

４４

50 450 50

550

1
5

3
0

14
8

32

水平力分担構造

鋼製ストッパーRE-400kN(M-30)(同等品以上)

75 75

150

140

1
5

3
0

14
8

32

184184

4
0

7@
1
25

=
87

5
1
2
0

500

600

1
4
0

140

174

4
0

7
@1

2
5
=8

7
5

12
0

14

10
12 12

5

5

5 - 5

Level

注記)

2）補強材取付面は既設桁の素地調整を行うこと。

1）図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

3）下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しないように

   留意すること。

4）アンカーボルト定着長は既設躯体より１５φ(φ:アンカー径)

   以上を確保すること。

5）下部工ブラケット天端の孔明工は現場孔明とし、

   調整プレート（下）の連結ボルト孔は工場孔明とする。

久下戸跨線橋  P5橋脚 (終 ) 水平力分担構造取付図

8-φ24孔（φ48ザグリ 深18） 水平力分担構造

(ストッパー部)

6-φ26孔調整プレート(下)

φ180

90.0°

下部工前面

エポキシ樹脂注入

γ＝1.2

下部工前面

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 A2P10

位置図

水平力分担構造

設置箇所：3基

Low Flg 14 mm

アンカーボルト   Ｄ35×625

コンクリート削孔 φ45×535

エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

補強材

下部工前面

補強材

主桁孔明(4-φ32孔)

主桁孔明(4-φ24.5孔)

水平力分担構造

(ポット部)

下部工前面

鋼製ストッパー中心

(ストッパー部)

70
.0
°

水平力分担構造

下部工ブラケット

補強材

セットボルト（M20）

連結ボルトM22×110

（強度区分8.8）

調整プレート(下)

セットボルト（M27）

ポット部

ストッパー部

調整プレート(上)

浮上り防止リングナット

調整プレート(下)

補強材 主桁孔明(16-φ24.5孔)

T･C･B M22×80<2W>(S10T)

T･C･B M22×70(S10T)

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ５橋脚（終）　水平力分担構造取付図

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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S＝1:10下部工ブラケット詳細図
S＝1:10補強材詳細図

下部アンカーボルト詳細図 S＝1:10

（溶融亜鉛メッキ）

100削孔長 535

10

定着長 525 25 75

625

φ
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5

削
孔

径

材料1基当り (全3基)
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0
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0
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0

2
5

43
5

40
0

21464
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22 22 22

2
15
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0

2
00

18
0
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0
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20
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410

1 - 1

7

8

8

2
50

2
9
3

25
5
43

22
1
0

8

400 10

205 10

21525

材料1基当り (全3基)

 1-BASE PL  600×25×1250 (SM400A) 

 1-FLG  PL  215×22×1250 (SM400A)

 1-FLG  PL  410×25×1250 (SM400A)

 5-RIB  PL  400×22×543  (SM400A)

75

125

25100

50

40
5
0

9
65

7
0

7
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2
5=

8
75

1
0

10
0
3

4
8

22

9
65

7550

125

25100

125

50 75

1
0

12
0

1
2

1
0

1
20

60
60

125

100 25

60

120

100 1010

22

60

7
@1

2
5=

8
75

1
2
0

9
45

9
65

1
0

10

4
8

2
2

1
0
35

10
0
3

7
0

93
3

7

10

10

45°

45°

5

5

(   )

(   )

12 120

50 70

材料1基当り (全3基)

 4-RIB  PL   120×22×1003（SM400A）

 4-PL        120×22× 125（SM400A）

16-TCB       M22×70      (S10T)

 4-Base PL   125×12× 965（SM400A）

 4-TCB       M22×80      (S10T　2-座金付)

40

橋軸直角方向

50 450

550

50

5
0

5
0

3
80

14
0

14
1
83
2

φ24

φ48

調整PL（下） 

材料1基当り (全3基)

 1-PL     380×32×550 (SM490YB)

 6-連結ボルト M22×110 (強度区分8.8)(2-N，2-W)

【調整プレート(上)】

320

85 150 85

橋軸直角方向

【調整プレート(下)】

2
50

2
5
0

160 160

36
8

6
6

50
0

66

50
0

30

橋
軸

方
向

調整PL（上） 

材料1基当り (全3基)

 1-PL    500×30×320 (SS400)

S＝1:10調整材

 8-Nut        M33  1種ナット

 8-Anc Bolt   D35×625 (SD345)

 8-Washer     M33  座金

 8-Nut        M33  3種ナット

300

300

278 22

1
40

22

1
4
0

300

※ < >内寸法はG1桁を示す。

注記)

4）下部工ブラケットは、下記の通りの溶融亜鉛メッキ

     HDZT 77    鋼板

   (JIS H 8641)とする。

     HDZT 49    アンカーボルト(ネジ切り部のみ)

3) アンカーボルト孔位置は鉄筋探査の上、削孔を行い、

2）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと

   実測の上決定のこと。

1）図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

5) ナット・ワッシャーはメッキ品を使用すること。

6) 補強材については、左右対称かつ縦断勾配に合わせて

   製作する。

久 下 戸 跨線 橋  P5橋 脚 (終 ) 水 平力分 担 構 造ブ ラ ケ ット 詳 細図

エポキシ樹脂注入

M33－3種ナット M33－1種ナット

M33 ネジ切り加工

アンカーボルトD35

8-φ38孔

6-φ26孔(現場孔明)

F.P.

R5
0

R50

8-φ24.5孔

90
°

1-φ24.5孔

R2
0

6-φ26孔 8-φ24孔（φ48ザグリ 深18）

φ180

4-φ32孔

6421421464

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ5橋脚（終）水平力分担構造ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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ポット部品1 S=1:5

S=1:5取付側面図

2
2 3
8

1
33

φ86

2
5

φ260

70

2
0

-1

緩衝パッキン　φ(119-89) x 50
8

緩衝パッキン取付図
4

3

ストッパー部品2
S=1:5

75

20A x 18(SGP)

18

4 -2

φ
27

.
2

φ
21

.
6

2
3
.5

23
.
5

3
8
.5

4
6
.5

8
5

6
20

固定用プレート S=1:5

2-φ3.2 深3

M80 x 4

S=1:5リングナット部品

8-M20 ネジ深20
2-M16 ネジ深22

M80 x 4

5
0

φ119

φ89

10
60

25

115

φ157

φ260

は、製品高-6mm程度で納入する。据付時は固定

ボルトを取り外し所定の高さにセットすること。

*ポット部品とストッパー部品の納入時の製品高さ

(橋軸方向)

*hは最大作用高さ(h=35)

3

452

368

0.1

0.4

2.8

重量(kg)

54.5

19.6

0.1

0.3

1.4

2.2

化粧ボルト、ワッシャー

アイボルト

セットボルト、ワッシャー

セットボルト、ワッシャー

緩衝パッキン

7

8

6

9 強度区分4.8 2M16x25

SS400M12用

1

強度区分8.8

強度区分8.8 8

4M27x80

M20x35

φ(119-89)x50

449x295x95

スペーサー-2

-1 固定用プレート4

リングナット部品

部番

2

1

3

ストッパー部品

名　　　称

ポット部品

固定用ボルト、ワッシャー

4

5

SGP

SS400

20Ax18

75x85x6 2

2

寸　　　法

φ157x25

φ260x133

1

個　数材　　質

1

1

SCW480N

SCW480N

強度区分4.8 2/2M16x25,40

(kg)

上側

下側

FB

備　　考

合成ゴム 低反発型合成ゴム(複合構造型)

S45CN

81.4

橋軸方向

橋軸直角方向

地震時許容荷重

kN

kN

設計条件

設計荷重

-

459
kN460

材料表

*7) 調整プレートは、製品に含まれておりません。

*2) アイボルトは、架設に必要な本数を協議して決定する。

*5) 固定用プレート、スペーサーは、高濃度亜鉛末塗装 30μmとする。

*3) 固定用プレート、スペーサーは、ストッパーセット後取り除く。

*6) 鋼製ストッパーは、水平になるよう設計する。

    符号5の固定用ボルトは、化粧ボルトとして使用する。

    縦断勾配がある場合は、テーパープレートで調整すること。

*1)　　内部品は、溶融亜鉛メッキ(HDZT 77)

内部品は、溶融亜鉛メッキ(HDZT 49)

*4) 符号9のボルトは、ストッパー部品側の固定ボルト(符号5)撤去後に、化粧ボルトとして使用する。

4
52

2
87

95

38 37 20

5
3

3
43

5
3

1
77

4
49

295

150

3
68

4-M27

ネジ深37

(アイボルト用)

2-M12 ネジ深25

橋
軸

方
向

295

7
9

95

6
5

30

127
2-M16 ネジ深30

(固定ボルト用)

301

197

30

※側面の抜き勾配は、3/100 とする。

(固定ボルト用)

(斜角を考慮して決定のこと)

取付断面図 S=1:5

(橋軸直角方向)

1
4
8

9
5

(1
5
)

38

h

7

2

6

1

5

8

調整プレート

301

150

φ260

※側面の抜き勾配は、3/100 とする。

【 MC_RE-400 ; M-30(同等品以上) 】

久下戸跨線橋  P5橋脚 (終 ) 鋼製ストッパー詳細図

R5

R2

R15

R10

R1
0

45°

B.C.Dφ180

R5

R2

R3
0

R2

R5

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ５橋脚（終）　鋼製ストッパー詳細図

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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   以上を確保すること。

A1 P1 P2 P3 P4 P5

上部工ブラケット

（横梁支持材-A）

T･C･B M22×70(S10T)

注記)

3）下部工側は鉄筋探査等を行い、既設鉄筋を切断しないように

2）上部工ブラケット及び補強材取付面は、既設桁の素地調整を

   留意すること。

1）図中詳細寸法は、足場架設後現地実測の上決定のこと。

　 行うこと。

4）アンカーボルト定着長は既設躯体より１５φ(φ:アンカー径)

P6 P7 P8 P9 A2P10

落橋防止構造

設置箇所：2基

T･C･B M22×100<2W>(S10T)

T･C･B M22×80<2W>(S10T)

570

10

580

100
420

100

620

断面図 S＝1:20

▽下部工天端

14

1
07

7
5

外桁内桁

14

1
07

7
5

100 420 100

620

3
71

90
25

0
2
5
0

11
0

7
0
0

58
0

1
0
7

7
5

1
4

610

40

200

120 40 40

200

120 40

S＝1:10横梁支持材取付詳細図

S＝1:50正面図

G3 G2 G1

側面図 S＝1:20

58
0

CLmax=28
95

取付直線長 2400

3
71

2871285

8型 リンク数1

2371

チェーン作用時

40

120

40

200

40

120

40

200

610

10
7

7
540

P5

P6側P4側

2371

2871285

平面図 S＝1:20

1
4

内桁

外桁

1
0
7

7
5

1
4

610

40

200

120 40 40

200

120 40

5
8

75

内桁外桁

Level

久下戸跨線橋  P5橋脚 (終 ) 落橋防止構造取付図

補強材 補強材

横梁

上部工ブラケット

（横梁支持材-A,C）

上部工ブラケット

（横梁支持材-B）

下部工ブラケット

T･C･B M22×70(S10T)

補強材

7.
4°

落橋防止構造

上部工ブラケット

（横梁支持材-B）

上部工ブラケット

（横梁支持材-C）

Low Flg 14 mm

補強材

アンカーボルト   Ｄ38×675

コンクリート削孔 φ48×580

エポキシ樹脂注入 γ＝1.2

70
.0
°

補強材

D
3
8

10 570(定着長)

580(削孔長)

コンクリート削孔詳細図 S＝1:10

下部工側

φ
4
8

移動可能量

500

8
0

1
6
0

8
0

3
2
0

60
1
6
0

60

2
8
0

120 1207x70=490

610

120 1203x85=255

810

120 115

120 1207x70=490

610

120 1203x85=255

810

120 115

80
16

0
8
0

32
0

120120 7x70=490

610

120120 4x75=300

810

70

G1 G2

G3

8型 ﾘﾝｸ数 1 移動可能量 

500

32
0

80
16

0
80

40

120

85

85

85

120

115

120

40

610 100

810

100
2
8
0

6
0

1
6
0

6
0

40 120 7x70=490 120 40

40

120

85

85

85

120

115

120

40

1
4
00

1
40

0

28
0
0

100 100

100 100

40 40

40 40

100 100

40 40

40 40

120 4040

40 40

6x75=4506x75=450

位置図

T･C･B M22×100<2W>(S10T)

T･C･B M22×80<2W>(S10T)

エポキシ樹脂注入

γ＝1.2

下部工前面

T･C･B M22×80(S10T)

横梁

上部工ブラケット

（横梁支持材-A,C）

上部工ブラケット

（横梁支持材-B）

T･C･B M22×80(S10T)

3
7
8

610 100

810

100

40 120 7x70=490 120 40

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ５橋脚（終）　落橋防止構造取付図

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

（その１）
Ｐ5橋脚(終)落橋防止構造ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)

19 / 38

1243 1243

2485117.5 117.5

2
00

20
0

4
00

25 32 25

82

2720

264040 40

17
0

23

59
1

23

39
0

1360

1360

2720

22
55

5
2
2

59
9

70
.3

6x
75
=4
50

70
.3

59
1

22 591 22 220 170

635 390

20
16

9
2
2

1
69

20

4
00

20
3
60

20

4
00

59122 22

70.5 6x75=450 70.5

1
89

22
18

9

4
0
0

255 170

42528

2
8

28

1
751
1
0

3
50

1
75

25
0

2
5
0

9
0

100

20
6
60

20

7
00

33
0

3
30

100 420 100

620

25
32

25
82

42
5

28

（溶融亜鉛メッキ）

105削孔長 580

10

定着長 570 28 77

675

φ
48

削
孔

径

13221322

1252645125

2895202

3097

12

60
2

39
6

57
9

12

12

緩衝チェーン 強力シャックル調整シャックル

強力チェーン

調整シャックル

7070

9
0

70

L1 = 2110 mm L2 = 580 mm

緩衝チェーン全長 CL'= 2690 mm(地震時許容伸び量 ⊿a = 205mm、CLmax = 2895 mm)

L1 = 2110 mm L2 = 580 mm

緩衝チェーン全長 CL'= 2690 mm(地震時許容伸び量 ⊿a = 205mm、CLmax = 2895 mm)

117.5

2485

117.5

100420100

620

28
2
8

1
75

3
50

1
75

310 310

9
0

2
5
0

25
0

1
1
0

7
00

150

30

2
0

15
0

28
1
7
0

197.1 20 20 320.8

217.1 34.1 340.8

620

310 310

14 294 32 280 14

40

55522 22

1
89

22
18

9

4
0
0

40 40

43 43

14 279 34.1 279 14

70.0°

R40
74孔

φ
310

φ
310

74
孔

70.0°

R5070.0°70.0°

F.P.

7

材料1基当り (全2基)

 1-Top PL  360×32× 396 (SM490B)

 2-PL    φ310×25       (SM490A)

 2-PL      400×22×2645 (SM490A)

 2-PL      591×32× 169 (SM490B)

 1-PL      555×22×3097 (SM490A)

F.P.

材料1基当り (全2基)

 6-Nut        M36  1種ナット

 6-Anc Bolt   D38×675 (SD345)

 6-Washer     M36  座金

 6-Nut        M36  3種ナット

7

7

注記)

4）下部工ブラケットは、下記の通りの溶融亜鉛メッキ

     HDZT 77    鋼板

   (JIS H 8641)とする。

     HDZT 49    アンカーボルト(ネジ切り部のみ)

3) アンカーボルト孔位置は鉄筋探査の上、削孔を行い、

2）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと

   実測の上決定のこと。

1）図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

5) ナット・ワッシャーはメッキ品を使用すること。

8 F.P.

8

下部アンカーボルト詳細図

6-φ42孔

(13)

(13) 45°

6

6

45°

横梁

7-φ24.5孔 7-φ24.5孔

エポキシ樹脂注入

M36－3種ナット M36－1種ナット

M36 ネジ切り加工

アンカーボルトD38

1 - 1

横梁 詳細図

1

3

3 2

2 - 2

3 - 3

4 - 4

5 5

6 6

4

4

5 - 5

6 - 6

材料1基当り (全2基)

 1-Top  PL  660×32×431 (SM490B)

 2-PL     φ310×25      (SM490A)

 2-Rib  PL  170×28×279 (SM490B)

 1-Base PL  700×28×620 (SM490B)

下部工ブラケット詳細図

1

緩衝チェーン　8型(1リンク)

 2-Rib  PL  170×28×341 (SM490B)

2 4

4

4 - 4

久下戸跨線橋  P5橋脚 (終 ) 落橋防止構造ブラケット詳細図 (その１ )



補強材

横梁支持材-A

2

1

1

40 120

10

810

790

100

10

610 100

7x70=490 120 40

2

3

336
0

34
9 3
09 2
7
0

2
58

22

40 120 40

905

2 - 2

7x70=490

10
1
0
9

2
2

1
0
9

10

26
0

5
0

16
0

5
0

1 - 1

50 160 50

260

10 109 22 109 10

260

3 - 3

材料1基当り (全1基)

 1-PL   260×22×915 (SM490A)

 1-PL   360×22×797 (SM490A)

 2-PL   124×22×349 (SM490A)

 2-PL   124×22×270 (SM490A)

 8-TCB  M22×100     (S10T　2-座金付)

 7-TCB  M22×80      (S10T)

 10-TCB  M22×80     (S10T　2-座金付)

横梁支持材-B

5 - 5

4 - 4

50 160 50

260

10 109 22 109 10

260

6 - 6

4
0

7
5

65

1
8
0

4
2

22

40 120 40

200

40 120 40

200

2
0

22
1
9
0

1
0

100 100

5
0

5
01
0
0

22 120 58

200

53 50

10312 10

65

1
8
0 7
5

4
0

4
2

7

50

100

50

25

5
0

1
40 1
9
0

1
0

22

材料1基当り (全2基)

 8-TCB  M22×70      (S10T)

 4-PL   118×22×190 (SM400A)

 4-PL   100×22×236 (SM400A)

 4-PL   200×12×180 (SM400A)

2
0

1
50

1
0

10 80 10

横梁支持材-C

7 - 7

50 160 50

260

10 109 22 109 10

260

9 - 9

10

10

45°

45°

5

5

(   )

(   )

120

810 95

100 610 100

40 120 3x85=255 120 115 120 40

185

915

6x75=450 185

820 95

10
1
09

2
2

1
0
9

1
0

26
0 2
1
0

5
0

915

820 95

10
1
09

2
2

1
0
9

1
0

26
0

16
0

5
0

40 120 40

905

7x70=490

10
1
0
9

2
2

1
0
9

10

26
0

5
0

16
0

5
0

120

810 95

100 610 100

40 120 3x85=255 120 115 120 40

40 120 40

905

4x75=300

10
1
0
9

2
2

1
0
9

10

26
0

5
0

16
0

5
0

120

810 95

100 610 100

40 120 7x70=490 120 40

120

5
0

185

915

6x75=450 185

820 95

10
1
09

2
2

1
0
9

1
0

26
0

5
0

2
1
0

8 - 8

200

36

236

118

5

4

4

40 120

10

810

790

100

10

610 100

7x70=490 120 40

5

6

636
0

34
9 3
09 2
7
0

2
58

22

22

820

8

7

7

40 120

10

810

790

100

10

610 100

7x70=490 120 40

8

9

936
0

34
9 3
09 2
7
0

2
58

22

820

 1-PL   260×22×905 (SM490A)

820

185 6x75=450 185

70

105 610 105 105 610 105 105 610 105

797

材料1基当り (全1基)

 1-PL   260×22×915 (SM490A)

 1-PL   360×22×797 (SM490A)

 2-PL   124×22×349 (SM490A)

 2-PL   124×22×270 (SM490A)

 8-TCB  M22×100     (S10T　2-座金付)

 14-TCB  M22×80     (S10T)

 10-TCB  M22×80     (S10T　2-座金付)

 1-PL   260×22×905 (SM490A)

材料1基当り (全1基)

 1-PL   260×22×915 (SM490A)

 1-PL   360×22×797 (SM490A)

 2-PL   124×22×349 (SM490A)

 2-PL   124×22×270 (SM490A)

 8-TCB  M22×100     (S10T　2-座金付)

 7-TCB  M22×80      (S10T)

 10-TCB  M22×80     (S10T　2-座金付)

 1-PL   260×22×905 (SM490A)

2
5

10

10

45°

45°

5

5

(   )

(   )

10

10

60°

60°

10

10

(   )

(   )

10

10

45°

45°

5

5

(   )

(   )

10

10

60°

60°

10

10

(   )

(   )

10

10

45°

45°

5

5

(   )

(   )

10

10

60°

60°

10

(   )

(   )

40
1
5
0

65

2
5
5

4
2

22

40 120 40

200

40 120 40

200

2
0

22
26

5
1
0

100 100

5
0

5
01
0
0

22 120 58

200

53 50

10312 10

65

2
5
5

1
5
0

40

4
2

7

50

100

50

25

5
0

2
1
5 26
5

1
0

22

材料1基当り (全1基)

12-TCB  M22×70      (S10T)

 4-PL   118×22×265 (SM400A)

 4-PL   100×22×236 (SM400A)

 4-PL   200×12×255 (SM400A)

2
0

2
2
5

1
0

10 80 10

10

10

60°

60°

10

10

(   )

(   )

200

36

236

118

2
5

内桁外桁

10

10

10

60°

60°

10

10

(   )

(   )

10

10

60°

60°

10

(   )

(   )

10

10

10

60°

60°

10

(   )

(   )

10

注記)

4）下部工ブラケットは、下記の通りの溶融亜鉛メッキ

     HDZT 77    鋼板

   (JIS H 8641)とする。

     HDZT 49    アンカーボルト(ネジ切り部のみ)

3) アンカーボルト孔位置は鉄筋探査の上、削孔を行い、

2）ブラケットの製作は、現地調査の上、最終決定のこと

   実測の上決定のこと。

1）図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

5) ナット・ワッシャーはメッキ品を使用すること。

F.P.

R4
0

R4
0

4-φ24.5孔

2-φ24.5孔

R2
0

R4
0

7-φ24.5孔

18-φ24.5孔 18-φ24.5孔 18-φ24.5孔

14-φ24.5孔 7-φ24.5孔

F.P. F.P.

70
.0
°

70
.0
°

70
.0
°

70
.0
°

6-φ24.5孔

2-φ24.5孔

R2
0

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

Ｐ5橋脚(終)落橋防止構造ﾌﾞﾗｹｯﾄ詳細図
（その2）

久下戸跨線橋  P5橋脚 (終 ) 落橋防止構造ブラケット詳細図 (その２ )

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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Br
-1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

0 1 0 2 0 3 0 4 0
Ｎ 値

50

1 . 70

深 度(m ) 土質 記号

2. 60

4 . 60

6 . 35

8 . 90

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

1 2 . 60

1 4 . 40

1 4 . 90

2 1 . 35
2 1 . 65

2 4 . 70

2 7 . 70

3 3 . 20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

0 1 0 2 0 3 0 40

Ｎ  値

50

1 . 15

深度 (m ) 土 質記 号

2.6 0

4. 7 5

9. 8 5

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

1 2. 7 5

1 3. 8 0

2 2 . 35

2 3. 0 5

2 3 . 8 0

2 7. 9 5

3. 7 0

1 5. 1 5

3 3 . 2 5

▽ +7 . 7 1 ▽ +7 . 5 8

Br
-2

355200

L1 L2 L3 L4

7.80

径間長　 20460

支間長　20000

径間長　 20460

支間長　 20000 支間長　 20000

径間長　 20460 径間長　 20460

支間長　 20000 支間長　 19690

径間長　20460 径間長　 43800

支間長　 43000

径間長　 23460

支間長　 22660

径間長　 20460

支間長　 19690 支間長　 20000

径間長　 20460 径間長　 20460

支間長　 20000 支間長　20000

径間長　2046020000 18500 1500

53400

13400

50400

1500 18500 20000 10400

(Co)

DL=0.00

7.80

JR管理

※ 特 記 事 項

　 1． 本 図 面 は 、 既 存 資 料 お よ び 現 地 計 測 を も と に 作 成 し た 図 面 で あ る 。

補修 工 法一 覧

主桁・横 桁上
部
工

支承

種別

表面含 浸工

断面修 復工

はく落 防止工

鋼 部材塗装 工

施工区 分

JR部 川越市

M

P6

F

P5

MF

P4

MF

P3

MF
MFMFM

F
P2

MF
P 1

MF
A1

M

F

P 7

FM

P8

FM
P9

FM
P10

FM
A 2

7.807.80

DL=0.00

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6L 1 L 2 P7
P8

P9 L3 L4A2

径間長　 20460 径間長　 20460 径間長　 20460 径間長　 20460 径間長　20460 径間長　 43800 径間長　 20460 径間長　 20460 径間長　2046020000 20000 20000

53400 橋 長　 251400 50400

355200

13400 10400

P10

川 越 方

大 宮 方

ト
ラ
フ

ト
ラ
フ

川
越
線

水
路

600
0
250

0

281
00

890
0 350

0

250
0

400
0

道
路

水
路

道
路

JR管
理

20000径間長　 20460径間長　 23460

対策内容工 種

川越市

川越市

川越市

JR部

支承防 錆工

床版・地 覆 ひ びわれ補 修工

沓座 ﾓﾙﾀﾙ補修工 川越市

川越市

JR部

JR部

塗 装塗替工

注入 工 (ｴﾎﾟｷｼ樹脂系 )

左官工 (ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ)

高 分子系浸透 性防水材

繊 維 ｼｰﾄ系

金 属溶射工

塗 装塗替工

沓 座 ﾓﾙﾀ ﾙ打設

種 別 施工区 分対策内容工種

舗 装

下
部
工

橋
面
工

橋台・ 橋脚

付
属
物 川越市

川越市

川越市

川越市

川越市

川越市

川越市

川越市

JR部

JR部

JR部

JR部

高欄

伸縮装 置

排 水管

電線管

ひ びわれ補 修工

断面修 復工

舗装打 替え工

橋面防 水工

高欄取 替工

伸縮装 置取替工

排水管 取替工

電気配 管補修工

注 入 工 (ｴﾎﾟｷｼ樹 脂系 )

左官工 (ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ)

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装(t=5cm)+ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ層

塗 膜系防水

防護柵 +投物防止柵 設置(ｽﾁｰﾙ製 )

非 排水型鋼 製伸縮装 置への取替 え

硬 質 塩 化 ビ ニー ル 管 （ VP管 ）

　 　 　 断 面 修 復 工

高 欄 取 替 工 高 欄 取 替 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

床 版 ・ 地 覆 ： ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工 ・ 表 面 含 浸 工

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

床 版 ・ 地 覆 ： ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工 ・ 表 面 含 浸 工

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

沓 座 モ ル タ ル 補 修 工

床 版 ・ 地 覆 ： ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工 ・ 表 面 被 覆 工

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

床 版 ・ 地 覆 ： ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工 ・ 表 面 被 覆 工

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工沓 座 モ ル タ ル 補 修 工 　 　 　 断 面 修 復 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防水 工

高 欄 取 替 工 高 欄 取 替 工

高 欄 取 替 工

高 欄 取 替 工

床 版 ・ 地 覆 ： は く 落 防 止 工 ・ 断面 修 復 工

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

床 版 ・ 地 覆 ： は く 落 防 止 工 ・ 断面 修 復 工

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

JR部

S=1:100断面 図

第6径 間 　 断 面図

1.5% 1.5%

2
0
0
0

1 050280028001050

7700

600 6500 600

7700

4
7
0

7
5

1
5
5
0

9
5
0

2
5
0

5
0

は く 落 防 止 工

断 面 修 復 工

100

1.5% 1.5%

600 6500 600

7700

4
7
0

7
5

1
5
5
0

9
5
02
5
0

5
0

9
0
0

1 050280028001050

7700

G1 G2 G3

G1 G2 G3

塗 装 塗 替 工

取 替 工取 替 工

は く 落 防 止 工

断 面 修 復 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

塗 装 塗 替 工

ひ び わ れ 補 修 工

断 面 修 復 工

表 面 含 浸 工

取 替 工取 替 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

き 電 線

信 号

高 圧 線
き 電 線

ト ラ フトラ フ

電 力 線

　　　　　　橋 台 ・ 橋 脚 ： ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工

橋 脚 ： ひ び わ れ 補 修 工

　 　 　 　橋 台 ・ 橋 脚 ： ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工

　　　　　伸 縮 装 置 取 替 工 　 　 　 　 　 　

支 承 防 錆 工 ・ 沓 座 モ ル タ ル 補 修 工 　　　

支 承 防 錆 工

　

　 　 　 　 　支 承 防 錆 工 ・ 沓 座 モ ル タ ル 補 修 工

橋 台 ・ 橋 脚 ： ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工

支 承 防 錆 工 ・ 沓 座 モ ル タ ル 補 修 工

　　　　　

　　　

支 承 防 錆 工

橋 台 ・ 橋 脚 ： ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工　 　 　 　

橋 脚 ： ひ び わ れ 補 修 工

支 承 防 錆 工 ・ 沓 座 モ ル タ ル 補 修 工　 　 　 　

　伸 縮 装 置 取 替 工 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

中 間 部 端 部

床 版

鉄筋コンクリート床版　 17㎝

排 水 管

ア ス ファ ル ト 舗 装  5～ 9.9㎝

鉄筋コンクリート床版　 17㎝

分 配 部 端 部

ア ス フ ァ ル ト 舗 装  5～ 9.8㎝

鋼 部 材　

　

高 欄高 欄

地 覆

鋼 部 材　

床 版 ・ 地 覆 　

高 欄高 欄

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

補修一般図（その１）

側 面 図 S=1:600

令和7年度

施工範囲（P5～P6)）

令和7年度

施工範囲（P5～P6)）

平 面 図 S=1:600

補 修一般図（その１）

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)

第 1～ 5、 7～ 11径 間
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P4 P5 P6
P8

径間 長 　 20460 径 間 長　 43800 径 間 長　 23460 径 間長 　 20460

1
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3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

0 10 20 30 40
Ｎ 値

50

1.70

深度(m) 土質記号

2.60

4.60

6.35

8.90
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17
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27
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30

31

32

33

12.60

14.40

14.90

21.35
21.65

24.70

27.70

33.20

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

0 10 20 30 40
Ｎ 値

50

1.15

深度(m) 土質記号

2.60

4.75

9.85

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

12.75

13.80

22.35

23.05

23.80

27.95

3.70

15.15

33.25

▽+7.71 ▽+7.58

J R管 理

MF
MF

FF
FM

FM

P4 P5

P6

P7
P8

S=1:200平面 図

橋長　251400

跨 線 部

S=1:200側 面図

2630

5660 8550

5510

5
3
0
0

5
4
0
0

( 4730) (7820)

(1940) (5320)

(Co)

径間 長 　 20460 径 間 長　 43800

川 越 方

ト
ラ
フ

ト
ラ
フ

(Co)

(Co)

川
越
線

水
路道

路
水
路

道
路

径 間長 　 20460径 間 長　 23460

6000 2500 JR管 理 2500 4000

大 宮 方

P7

き
電
線

橋長　251400

2600
5000(施工基面幅 )

(営業線近接範囲 )

2600
5000 (施工基面幅 )

(営業線近接範囲 )

ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工

・ 表 面 含 浸 工

は く 落 防 止 工

断 面 修 復 工

沓 座 モ ルタ ル 補 修 工

ひ び わ れ 補 修 工

・ 断 面 修 復 工

ひ び わ れ 補 修 工

・ 断 面 修 復 工

ひ び わ れ 補 修 工

・ 断 面 修 復 工

塗 替 工

は く 落 防 止 工

断 面 修 復 工

沓 座 モ ル タ ル 補 修 工

ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工

・ 表 面 含 浸 工

ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工

・ 表 面 含 浸 工

ひ び わ れ 補 修 工

・ 断 面 修 復 工

は く 落 防 止 工

断 面 修 復 工

ひ び わ れ 補 修 工

・ 断 面 修 復 工

ひ び わ れ 補 修 工

・ 断 面 修 復 工

は く 落 防 止 工

断 面 修 復 工

ひ び わ れ 補 修 工 ・ 断 面 修 復 工

・ 表 面 含 浸 工

沓 座 モ ル タ ル 補 修 工

ひ び わ れ 補 修 工

・ 断 面 修 復 工

沓 座 モ ル タ ル補 修 工

11100

50

4
4
2
1

11050

5925

5865 60

11100

50 11050

5925

5865 60

第 7径 間 　断 面 図
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※ 特 記 事 項

　 1． 本 図 面 は 、 既 存 資 料 お よ び 現 地 計 測 を も と に 作 成 し た 図 面 で あ る 。

は く 落 防 止 工

断 面 修 復 工

塗 装 塗 替 工

は く 落 防 止 工

断 面 修 復 工

取 替 工取 替 工

S=1:100断 面図

第 6径 間 　断 面 図

600 6500 600

7700

は く 落 防 止 工

断 面 修 復 工

塗 装 塗 替 工

は く 落 防 止 工

断 面 修 復 工

取 替 工取 替 工

600 6500 600

7700

Br
-1

き 電 線

信 号

Br
-2

電 力 線
高 圧 線

き 電 線

ト ラ フト ラ フ

高 欄 取 替 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

伸 縮 装 置 取 替 工

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

床 版 ・ 地 覆

高 欄 取 替 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

伸 縮 装 置 取 替 工

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

床 版 ・ 地 覆

支 承 防 錆工

高 欄 取 替 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

伸 縮 装 置 取 替 工

橋 脚

橋 脚
橋 脚鋼 部 材 塗 装

床 版 ・ 地 覆

支 承 防 錆 工　

高 欄 取 替 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

床 版 ・ 地 覆

高 欄 取 替 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

伸 縮 装 置 取 替 工

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

床 版 ・ 地 覆

橋 脚

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

床 版 ・ 地 覆

高 欄 取 替 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

伸 縮 装 置 取 替 工 高 欄 取 替 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

橋 脚

橋 脚

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

床 版 ・ 地 覆

鋼 部 材 塗 装 塗 替 工

床 版 ・ 地 覆

高 欄 取 替 工

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

支 承 防 錆 工

橋 脚

支 承 防 錆 工 伸 縮 装 置 取 替 工 　

75
°

中 間 対 傾 構

75°

　

　

中 間 対 傾 構

　 　

　

　

　

　

　

　

鉄筋コンクリート床版　 17㎝

ア ス フ ァ ル ト 舗 装  5～ 9.9㎝

鉄筋コンクリート床版　 17㎝

分 配 部 端 部

ア ス フ ァ ル ト 舗 装  5～ 9.8㎝

床 版

鋼 部 材　

　地 覆

高 欄高 欄

中 間 部 端 部

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

床 版

鋼 部 材　

　地 覆

高 欄高 欄

舗 装 打 替 え 工 ・ 橋 面 防 水 工

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

補修一般図（その２）

令和7年度

施工範囲（P5～P6)）

令和7年度

施工範囲（P5～P6)）

補修一般図（その２）

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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45.858

塗装塗替工施エフロー

準　備　工

素地調整(1種)

塗料主材(下塗)施工

塗料主材(中塗)施工

表面仕上げ塗料(上塗)施工

完　了

防食下地

※ 特 記 事 項

　 1． 本 図 面 は 、 既 存 資 料 お よ び 現 地 計 測 を も と に 作 成 し た 図 面 で あ る 。

355200

L1 L2 L3 L4

7.80

径間長　 20460

支間長　20000

径間長　 20460

支間長　 20000 支間長　 20000

径間長　 20460 径間長　 20460

支間長　 20000 支間長　 19690

径間長　20460 径間長　 43800

支間長　 43000

径間長　 23460

支間長　 22660

径間長　 20460

支間長　 19690 支間長　 20000

径間長　 20460 径間長　 20460

支間長　 20000 支間長　20000

径間長　2046020000 18500 1500

橋 長　 25140053400
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50400
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1 4

0 1 0 2 0 3 0 40

Ｎ  値
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1 . 15

深度 (m ) 土 質記 号
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4. 7 5
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2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7
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2 9
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3 2

3 3

1 2. 7 5

1 3. 8 0

2 2 . 35

2 3. 0 5

2 3 . 8 0

2 7. 9 5

3. 7 0

1 5. 1 5

3 3 . 2 5

▽ +7 . 7 1 ▽ +7 . 5 8

( Co)

DL=0.00
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F

P5

MF

P4

MF

P3

MF
MFMFM

F
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MF
P 1

MF
A1

M

F

P 7

FM

P8

FM
P9

FM
P10

FM
A 2

7.807.80

DL=0.00

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6L 1 L 2 P7
P8

P9 L3 L4A2

径間長　 20460 径間長　 20460 径間長　 20460 径間長　 20460 径間長　20460 径間長　 43800 径間長　 20460 径間長　 20460 径間長　2046020000 20000 20000

53400 橋 長　 251400 50400

355200
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路

JR管
理

20000径間長　 20460径間長　 23460

施 工 区 分 ： 川 越 市 施 工 区 分 ： 川 越 市

施 工 区 分 ： 川 越 市 施 工 区 分 ： 川 越 市施工区分： JR

施工区分： JR

A=208.578㎡ A=208.578㎡

A=208.578㎡ A=208.578㎡ A=207.285㎡ A=240.538㎡

A=208.578㎡A=208.578㎡

A=208.578㎡A=208.991㎡A=63.395㎡

B-1 B-2 B-3 B-4 B-11B-10B-9B-8B-7B-6B-5

B-1

A=208.578㎡

B-2

A=208.578㎡

B-3

A=208.578㎡

B-4

A=208.578㎡

B-5

A=207.285㎡

B-7

A=63.395㎡

B-8

A=208.991㎡

B-9

A=208.578㎡

B-10

A=208.578㎡

B-11

A=208.578㎡

B-6

A=240.538㎡

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5

167.774 166.883

19.172 18.770

8.816 8.816

12.816 12.816

208.578 208.578 208.578 208.578 207.285

Mov側 金属溶射工 金属溶射工 金属溶射工

Fix側

208.578 207.285

端横桁

中間横桁

分配横桁

端対傾構

主  桁

支　承

中間対傾構

横　桁

横　構

合  計

小  計

金属溶射工 金属溶射工

支承交換

支承交換 支承交換

支承交換

支承交換

208.578 208.578 208.578

167.774

19.172

8.816

12.816

167.774

19.172

8.816

12.816

167.774

19.172

8.816

12.816

11100

施 工 区 分 ： 川 越 市

32700

施工区分： JR

17535

施 工区分： JR

5925

施 工 区 分 ： 川 越 市

11100

施 工 区 分 ： 川 越 市

32700

施工区分： JR

17535

施 工区分： JR
5925

施 工 区 分 ： 川 越 市

S=1:100断 面 図

第 6径 間 　断面 図
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G1 G2 G3

G1 G2 G3

塗 装 塗 替 え 工

塗 装 塗 替 え 工

Br
-1 き 電 線

信 号 Br
-2

高 圧 線
き 電 線

ト ラ フトラ フ

電 力 線

B-1 B-2

B-3 B-4 B-5 B-6

B-11B-10

B-9B-8B-7

中 間 対 傾 構中 間 対 傾 構

中 間 部 端 部

鉄筋コンクリート床版　 17㎝

ア ス フ ァ ル ト 舗 装  5～ 9.9㎝

鉄筋コンクリート床版　 17㎝

分 配 部 端 部

ア ス フ ァ ル ト 舗 装  5～ 9.8㎝

鋼 部 材　

鋼 部 材　

側面 図 S=1:600

令和7年度

施工範囲（P5～P6)）

令和7年度

施工範囲（P5～P6)）

平 面図 S=1:600

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

川越市 建設部 道路街路課

塗装塗替詳細図（その１）

　 2． JRと の 近 接 協 議 の 後 、 施 工 範 囲 を 確 定 す る 。

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)

久 下 戸 跨 線 橋 　 塗 装塗 替 詳 細 図

下塗3

下塗2

-

600

140

170

240

240

）
2

使用量（ｇ/m

1種（循環式エコクリーンブラスト工法）

有機ジンクリッチペイント

素地調整

下塗1

塗装仕様（Rc-Ⅰ）

弱溶剤形フッ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形フッ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

上　塗

中　塗

規　格細　別

(m2)

B-6 B-7 B-8 B-9 B-10 B-11 合　計

49.059 168.589 1753.632

9.490 18.770 181.234

4.846 8.816 84.190

12.816 115.344

10.654 10.654

15.956 15.956

19.245 19.245

63.395 208.991 208.578 208.578 208.578 2180.255

（0.618）

0.000

2180.255

支承交換

支承交換

金属溶射工

金属溶射工

金属溶射工

金属溶射工

金属溶射工

金属溶射工

金属溶射工

金属溶射工

金属溶射工

63.395 208.991 208.578 208.578 208.578

167.774

19.172

8.816

12.816

167.774

19.172

8.816

12.816

167.774

19.172

8.816

12.816

0.000

（0.618）

B-5橋脚

324.605

10.722

35.136

370.460

支承交換

支承交換

45.858 370.460

第 1～ 5、 7～ 11径間

23　/ 38



　場合は監督員と協議し、対応にあたること。250
0

川越市 建設部 道路街路課

ひびわれ注入工

シール材塗布および注入器具取付

準備工

ひびわれ部の掃除

注入孔の設置

後片付け

仕上げ工

注入材の注入（追加注入含む）

シール材および注入器具の撤去

施工手順フロー

平面図 S=1:1000

5_径間目(桁下面図)

5_径間目(P5橋脚)

・施工にあたっては、詳細調査を行い、形状寸法・損傷状況

　を確認し、修正を行うこと。その際、数量等に変動がある

注釈）

・ひびわれ補修箇所及び数量は、現地にて確認すること。

長さ ( ｍ) 面積( ㎡)

0. 2 1400 1 1. 40 0. 00028

0. 25 800 1 0. 80 0. 00020

0. 2 400 1 0. 40 0. 00008

0. 25 250 1 0. 25 0. 00006

0. 2 1100 1 1. 10 0. 00022

0. 25 500 1 0. 50 0. 00013

0. 2 900 1 0. 90 0. 00018

0. 3 450 1 0. 45 0. 00014

0. 2 300 1 0. 30 0. 00006

0. 8 150 1 0. 15 0. 00012

0. 3 200 1 0. 20 0. 00006

0. 7 300 1 0. 30 0. 00021

1. 0 450 1 0. 45 0. 00045

0. 2 300 1 0. 30 0. 00006

計

数　 量

床版
地覆

損傷箇所 Ｎ ｏ ．
ひびわれ幅

( ㎜)

ひびわれ長さ

( ㎜）
箇所数

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

5_径間目 ひびわれ注入工数量表

0. 5 240 1 0. 24 0. 00012

1. 0 270 1 0. 27 0. 00027

0. 4 210 1 0. 21 0. 00008

⑮

⑯

⑰

橋脚[ 梁部]

橋脚[ 柱部・ 壁部]

（ひびわれ注入工）

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6L1 L2 P7 P8 P9 L3 L4A2

20460 20460 20460 20460 20460 43800 20460 20460 2046020000 18500 1500 1500 18500

53400 251400 50400

355200

13400 10400

P10

川越方

大宮方

L1 L2 L3 L4 L5 T 本 L T

ト
ラ

フ

ト
ラ

フ

(Co)

(Co)

川
越

線

890
0

350
0

250
0400

0189
00

水
路

600
0

281
00

890
0

350
0

250
0

400
0

道
路

水
路

道
路

JR管
理

200002046023460

ひびわれ注入工詳細図

ひ び わ れ 幅 0.2mm以 上

b
=
2
m
m
程

度

a
=
3
0
m
m
程

度

300mm

注入座金

ひびわ れ注入用

注入 座金 ひ びわれシー ル

ひ びわれ

エポキ シ樹脂 にて接 着

エポキシ 樹脂注 入材充填

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

P4 P5

終点側起点側

床版 ⑥ひびわれ W=0. 25, L=500mm

床版 ⑤ひびわれ W=0. 2, L=1100mm

床版 ⑦ひびわれ W=0. 2, L=900mm床版 ④ひびわれ W=0. 25, L=250mm

床版 ③ひびわれ W=0. 2, L=400mm

床版 ②ひびわれ W=0. 25, L=800mm

床版 ①ひびわれ W=0. 2, L=1400mm

地覆 ⑩ひびわれ W=0. 8, L=150mm

地覆 ⑨ひびわれ W=0. 2, L=300mm

地覆 ⑧ひびわれ W=0. 3, L=450mm

橋脚[ 柱部・ 壁部]  ⑰ひびわれ W=0. 4, L=210mm

橋脚[ 柱部・ 壁部]  ⑯ひびわれ W=1. 0, L=270mm

橋脚[ 柱部・ 壁部]  ⑮ひびわれ W=0. 5, L=240mm

橋脚[ 梁部]  ⑭ひびわれ W=0. 2, L=300mm

橋脚[ 梁部]  ⑬ひびわれ W=1. 0, L=450mm

橋脚[ 梁部]  ⑫ひびわれ W=0. 7, L=300mm

橋脚[ 梁部]  ⑪ひびわれ W=0. 3, L=200mm

地覆側面

防護柵側面

防護柵側面

地覆側面

久下戸跨線橋　ひびわれ補修工詳細図 (その１ )

ひび割れ補修工詳細図（その１）

1970 7 0. 00125

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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川越市 建設部 道路街路課

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

ひび割れ補修工詳細図（その２）

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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6_径間目(桁下面図)

L1 L2 L3 L4 L5 T 本 L T

ト
ラ

フ

ト
ラ

フ

(Co)

(Co)

川
越

線

20460 20460 20460 20460 20460 43800 20460 20460 2046020000 18500 1500 1500 18500

53400 251400 50400

355200

13400 10400

川越方

大宮方

890
0

350
0

250
0400

0189
00

600
0

250
0

281
00

890
0

350
0

250
0

400
0

JR管
理

200002046023460

b
=
2
m
m
程

度

a
=
3
0
m
m
程

度

300mm

エポ キシ 樹脂に て接着

エポキシ樹脂注入材 充填

注入 座金

ひびわれ注入用

ひ びわれ シー ル注入座金

ひびわれ

平面図 S=1:1000

・施工にあたっては、詳細調査を行い、形状寸法・損傷状況

　を確認し、修正を行うこと。その際、数量等に変動がある

　場合は監督員と協議し、対応にあたること。

注釈）

・ひびわれ補修箇所及び数量は、現地にて確認すること。

（ひびわれ注入工）

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6L1 L2 P7 P8 P9 L3 L4A2P10

水
路道
路

水
路

道
路

ひ び わ れ 幅 0.2mm以 上

久下戸跨線橋　ひびわれ補修工詳細図 (その２ )

長さ ( ｍ) 面積( ㎡)

0. 2 550 1 0. 55 0. 00011

0. 2 450 1 0. 45 0. 00009

0. 2 800 7 5. 60 0. 00112

0. 2 300 1 0. 30 0. 00006

0. 2 350 1 0. 35 0. 00007

0. 2 1000 1 1. 00 0. 00020

0. 2 1400 1 1. 40 0. 00028

0. 2 700 1 0. 70 0. 00014

0. 2 500 1 0. 50 0. 00010

計 6050 15 10. 85 0. 00217

数　 量

床版

損傷箇所 Ｎ ｏ ．
ひびわれ幅

( ㎜)

ひびわれ長さ

( ㎜）
箇所数

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

0. 00217×1/2=0. 00109

6_径間目 ひびわれ注入工数量表

ひびわれ注入工詳細図

P5 P6

床版 ⑦ひびわれ W=0. 2, L=1400mm

床版 ⑥ひびわれ W=0. 2, L=1000mm

床版 ⑤ひびわれ W=0. 2, L=350mm

床版 ④ひびわれ W=0. 2, L=300mm

床版 ③ひびわれ W=0. 2, L=800mm( 5箇所)

床版 ②ひびわれ W=0. 2, L=450mm

床版 ①ひびわれ W=0. 2, L=550mm

床版 ⑨ひびわれ W=0. 2, L=500mm

床版 ③ひびわれ W=0. 2, L=800mm( 2箇所)

床版 ⑧ひびわれ W=0. 2, L=700mm

ひびわれ注入工

シール材塗布および注入器具取付

準備工

ひびわれ部の掃除

注入孔の設置

後片付け

仕上げ工

注入材の注入（追加注入含む）

シール材および注入器具の撤去

施工手順フロー



カッターライン断面修復材

5_径間目　ポリマーセメント系断面修復工数量表

① 200 × 50 1 0. 0100 0. 05 0. 00050

② 400 × 70 1 0. 0280 0. 05 0. 00140

③

200 × 100 1 0. 0200 0. 05 0. 00100④

170 × 50 1 0. 0085 0. 05 0. 00043⑤

2100 × 100 1 0. 2100 0. 05 0. 01050⑥

損傷箇所
数量

Ｎ ｏ ．
面積

( ㎡)
箇所数

寸法

( ㎜)

はつり 深さ

( ｍ) ( ?)

床版
地覆

100 × 50 1 0. 0050 0. 05 0. 00025

平面図 S=1:1000

注釈)

施工にあたっては、詳細調査を行い、形状寸法・損傷状況

を確認し、修正を行うこと。その際、数量等に変動がある

場合は監督員と協議し、対応にあたること。

5_径間目(桁下面図)

5_径間目(P5橋脚)

⑨

110 × 90 1 0. 0099 0. 05 0. 00050

110 × 390 1 0. 0429 0. 05 0. 00215

橋脚[ 柱部・ 壁部]

75 × 80 1 0. 0060 0. 05 0. 00030

260 × 220 1 0. 0572 0. 05 0. 00286

130 × 110 1 0. 0143 0. 05 0. 00072

200 × 200 1 0. 0400 0. 05 0. 00200

100 × 100 1 0. 0100 0. 05 0. 00050

90 × 100 1 0. 0090 0. 05 0. 00045

橋脚[ 梁部]

200 × 200 1 0. 0400 0. 05 0. 00200

100 × 90 1 0. 0090 0. 05 0. 00045

80 × 100 1 0. 0080 0. 05 0. 00040

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑦

⑧

（ポリマーセメント系）

P4 P5

地覆 ①断面修復工 200×50×50mm 地覆 ③断面修復工 100×50×50mm

床版 ⑥断面修復工 2100×100×50mm

床版 ⑤断面修復工 170×50×50mm 地覆 ④断面修復工 200×100×50mm

地覆 ②断面修復工 400×70×50mm

終点側起点側

橋脚[ 柱部・ 壁部]  ⑦断面修復工 110×90×50mm

橋脚[ 柱部・ 壁部]  ⑪断面修復工 130×110×50mm

橋脚[ 柱部・ 壁部]  ⑩断面修復工 260×220×50mm

橋脚[ 柱部・ 壁部]  ⑨断面修復工 75×80×50mm

橋脚[ 柱部・ 壁部]  ⑧断面修復工 110×390×50mm

橋脚[ 柱部・ 壁部] ⑮断面修復工 200×200×50mm

橋脚[ 梁部]  ⑯断面修復工 100×90×50mm

橋脚[ 梁部]  ⑰断面修復工 80×100×50mm

90×100

200×200

橋脚[ 柱部・ 壁部]  ⑭断面修復工 90×100×50mm

橋脚[柱部・ 壁部]  ⑬断面修復工 100×100×50mm

橋脚[柱部・ 壁部]  ⑫断面修復工 200×200×50mm

7
70

0

20460

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6L1 L2 P7 P8 P9 L3 L4A2

20460 20460 20460 20460 20460 43800 20460 20460 2046020000 18500 1500 1500 18500

53400 251400 50400

355200

13400 10400

P10

川越方

大宮方

L1 L2 L3 L4 L5 T 本 L T

ト
ラ

フ

ト
ラ

フ

(Co)

(Co)

川
越

線

890
0

350
0

250
0400

0189
00

水
路

600
0

250
0

281
00

890
0

350
0

250
0

400
0

道
路

水
路

道
路

JR管
理
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施工手順フロー

コンクリート面に

プライマー塗布

コンクリートはつり

鉄筋の露出

鉄筋の錆落し・清掃

鉄筋表面に防錆処理

終　了

コンクリート欠損部面に

充填材を充填

養　生

断面修復工
（鉄筋露出・剥離・うき・欠損に適用）

断面修復工 詳細図

鉄筋露出あり

10
m
m程

度 ｔ

t=10mm

プライマー塗布

下地処理 鉄筋 防錆処理

カッター工

コンクリート

鉄筋露出なし

ｔ

注1) 現地にて、劣化コンクリートを確認した場合は

　　　監督員と協議の上、補修すること。

Ｈ

注
1

ポリマーセメント系モルタル
断面修復材

コンクリート

ポリマーセメント系モルタル

川越市 建設部 道路街路課

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

断面修復工図

断  面  修  復  工  図

計 11 0. 2463 0. 01233

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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S=1:20

施工範囲（P5～P6）

令和7年度

川越市 建設部 道路街路課

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

表面含侵工図

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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注釈）

施工にあたっては、詳細調査を行い、形状寸法・損傷状況

を確認し、修正を行うこと。その際、数量等に変動がある

場合は監督員と協議し、対応にあたること。

久下 戸 跨線 橋　表面 含浸 工図

160

4x5000=20000

20000

20320

2
80

0

2
8
00

160 200

4x4922.5=19690

19690

20240

350

4x4922.5=19690

19690

20290

250350

4x5665=22660

22660

23210

200350160

4x5000=20000
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20320

160 160

4x5000=20000
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20320

160 160

4x5000=20000
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20320

160 160

4x5000=20000
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20320

160 160

4x5000=20000

20000

20320

160 160
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43700

43000350 350

6x5400=324005300 5300
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0
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6
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5
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1
0
50

11050 32650 17345 5865

1050 2800 10502800

4
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2
5
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5
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7
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1
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5
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3
0
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7
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1
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9
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7700

600 6006500

362.5 237.5

7
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1
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0

7
5
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4
5

1
2
0
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0

52
5

配 置 図

断 面 図

B-1～ B-11間　表面含浸工数量表

(1,373+2,524) × 20,320 2 m2 158. 37

20,320 2 m2 158. 37

20,320 2 m2 158. 37

20,320 2 m2 158. 37

20,240 2 m2 157. 75

11,050 2 m2 86. 12

58,650 2 m2 45. 71

20,290 2 m2 158. 14

20,320 2 m2 158. 37

20,320 2 m2 158. 37

20,320 2 m2 158. 37

面 積箇 所 数区 　 間損 傷 箇 所
寸 法

（ ㎜ ）
単 位

B-9

B-10

B-11

床 版 ・ 地 覆

B-1

B-2

B-3

B-4

B-5

B-7

B-8

B-6

(1,373+2,524) ×

(1,373+2,524) ×

(1,373+2,524) ×

(1,373+2,524) ×

(1,373+2,524) ×

(1,373+2,524) ×

(1,373+2,524) ×

(1,373+2,524) ×

(1,373+2,524) ×

(1,373+2,524) ×

B-1 B-2 B-3 B-4 B-5 B-6 B-7 B-8 B-9 B-10 B-11

P10P9P8P7P6P5P4P3P2P1A1 A2

(表面含浸工)(剥落防止工)(表面含浸工)

G1 G2 G3

アスファルト舗装　5.0cm～9.9cm

1.5%

鉄筋コンクリ-ト床版　17.0cm

1.5%

端　横　桁　部　中 間 横 桁 部　

C
L

排水管

施工 手 順フ ロ ー

表 面 含 浸 工

表 面 含浸 工

床 版 下 面

表面含浸工

L=1.373m

表面含浸工

L=1.373m

表面含浸工

L=2.524m

表面含浸工

L=2.524m

ひびわれ

（１次0.15kg/m2、２次0.10kg/m2）

ロ ー ラ ー ま た は 刷 毛

※ 含 浸 材 塗 布 【 高 分 子 系 浸 透 性 防 水 材 】  

足場工

下地処理工

含浸材の（1次）塗布

完了検査

含浸材の（2次）塗布

※断面修復工
（※必要箇所）

足場工撤去



C L

90° 0′ 0″
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防 護柵・ 投 物防 止柵計画 図（ その １）

注 ） 防 護 柵 長 は 全 て ア ン カ ー 中 心 実 長 で 示 す 。

正 面

正 面
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横 梁 　 　 割 付 寸 法

支 柱 　 　 割 付 寸 法

支 柱 　 　 割 付 寸 法

横 梁 　 　 割 付 寸 法

　 　  Ｓ  印 は 、 伸 縮 部 を 示 す 。

Ｓ

　 　  端 末 詳 細 図 （ ａ ～ ｄ ） は 別 紙 参 照 の こ と 。
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　 　  防 護 柵 長 及 び 線 形 要 素 は 、 実 測 後 決 定 と す る 。
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川越市 建設部 道路街路課

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号
施工範囲（P5～P6）

令和7年度

防護柵・投物防止柵計画図（その１）

５
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防 護柵・ 投 物防 止柵計画 図（ その ２）
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注 ）  防 護 柵 長 は 全 て ア ン カ ー 中 心 実 長 で 示 す 。

　 　  Ｓ  印 は 、 伸 縮 部 を 示 す 。

　 　  防 護 柵 長 及 び 線 形 要 素 は 、 実 測 後 決 定 と す る 。
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川越市 建設部 道路街路課

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

防護柵・投物防止柵計画図（その２）
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防護 柵詳 細 図

川越市 建設部 道路街路課

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

防護柵詳細図

連 　 結 　 部 端 　 末 　 部伸 　 縮 　 部S=1:10

正 面

B　矢　視　図

C　矢 　 視　図

＊ 　 取 付 ボ ル ト 類 は 、 溶 融 亜 鉛 め っ き 仕 上 げ と す る 。

＊ 　 反 射 体 は ス ワ レ フ レ ッ ク ス （ ベ ー ス :黒 、 反 射 体 :白 ） と す る 。

（ 平 均 ５ ０ μ ｍ 以 上 ） と す る 。

＊ 　 ス リ ー ブ は 、 亜 鉛 め っ き ＋ 静 電 粉 体 塗 装

＊ 　 支 柱 、 主 要 横 梁 、 下 段 横 梁 、 貫 、 格 子 は 、 溶 融 亜 鉛 め っ き

（ Ｈ Ｄ Ｚ Ｔ ４ ９ ） ＋ 静 電 粉 体 塗 装 （ 平 均 ５ ０ μ ｍ 以 上 ） と す る 。

特 　 記 　 仕 　 様  GT-C-4085F-WB 同等品以上

部  材  数  量  表 GT-C-4085F-WB 同等品以上

品 　 名 寸　法 (mm) 単 位 数 量 単 位 質 量 (kg/単 位 ) 質量 (kg) 材 質

支 　 　 　 　 　 柱 H-184x125x6.0x6.0x6.0 本 273 17.75 4845.75 SS400

主 　 要 　 横 　 梁 φ 139.8x3.5 m 506.020 11.80 5971.04 STK400

下 　 段 　 横 　 梁 φ 89.1x2.8 m 506.020 5.96 3015.88 STK400

パ 　 ネ 　 ル 　 貫 φ 34.0x2.3 m 1012.040 1.80 1821.67 STK400

格 　 　 　 　 　 子 FB-6x19 m 506.020 2.32 1173.97 SS400

主要横梁 ｽﾘｰﾌﾞ φ 127.0x3.2x300 個 237 3.08 729.96 STK400

下段横梁 ｽﾘｰﾌﾞ φ 76.3x3.5x300 〃 237 1.95 462.15 〃

主 要 横 梁 　 伸 縮 ｽﾘｰﾌﾞ φ 127.0x3.2x605 〃 18 6.02 108.36 〃

下 段 横 梁 　 伸 縮 ｽﾘｰﾌﾞ φ 76.3x3.5x515 〃 18 3.27 58.86 〃

パ ネ ル 貫 　 伸 縮 ｽﾘｰﾌﾞ φ 25.4x2.3x300 〃 36 0.39 14.04 STKM-13A

取 　 付 　 ボ 　 ル 　 ト M16x50 セ ッ ト 1002 0.12 120.24 強 度 区 分  6.8

〃 M12x40 〃 510 0.06 30.60 〃

〃 M10x60 〃 1056 0.07 73.92 強 度 区 分  4.6

T　型　ボ　ル　ト M14 〃 36 0.09 3.24 〃

〃 M12 〃 36 0.07 2.52 〃

端 パ ネ ル 金 具 M10x30,PL-t3.2 セ ッ ト 18 0.37 6.66 強度区分 4.8 他

ア ン カ ー ボ ル ト M22x320 組 726 1.06 578.76 強 度 区 分  6.8

〃 M20x230 〃 726 0.54 294.84 強 度 区 分  4.6

樹 脂 カ プ セ ル TG22RN 個 726 - - -

〃 TG20EN 〃 726 - - -

(506.020 m当り ) 合  計  質  量 19312.46 kg

※格子の質量は 6本 /mとして計上する。

T型ボルト  M14

T型ボルト  M12
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投 物防 止柵 詳 細図

投 物 防 止 パ ネ ル 枠

メ ッ シ ュ

40× 40×φ 4

1995

300

2000 2000

VHT-B-3085HF-WB-SFFF（特） 同等品以上

＊　 SLは、スリーブを示す。

AA

樹 脂 カ プ セ ル TG22RN
（ 強 度 区 分  6.8）

（ 後 　 側 ）

279

7777 125 穿 孔 径  φ 26

M22× 320

ア ン カ ー ボ ル ト

（ 前 　 側 ）

（ 強 度 区 分  4.6）
樹脂カプセル  TG20EN

穿孔径　φ 24

ア ン カ ー ボ ル ト

M20× 230

連 　 結 　 部

M12× 40

（ 強 度 区 分  6.8）
30

5
5
0

45

3
0
0

(250)

1
9

2
5
0

M16× 50

（ 強 度 区 分  6.8）

反 射 体 （ 片 面 ）

8
5
0

φ 41.3

2
5
0

7
0

7
0

1
6
0

6 00

410190 割 付 基 準 位 置

295

50 50

23075

130

落 下 防 止 ワ イ ヤ ー

φ 6

パ ネ ル 固 定 バ ネ

t1.5

8
3
6

8
3
6

4
5

(
2
)

2
3
8

2
7
5
0

（ 強 度 区 分  4.8）

M12× 30

300 SL t3.5

SL t3.2

1995

A　矢　視　図

169

279

55

4-26× 73

55

125

割 付 基 準 位 置6
5

6
52
3
0

1
3
0

1
2
5

5
0

5
0

長 穴 加 工 ピ ッ チ

77 77 ア ン カ ー 打 設 ピ ッ チ

(
2
)

8
3
6

t 3

ア ル ミ プ レ ー ト

端 　 末 　 部

950 500

Ｔ 型 ボ ル ト  M12

1427.5 20

M12x100

（ 強 度 区 分  4.8）

Ｔ 型 ボ ル ト  M14

605

342.5212.5 50

(50)

伸縮 SL t3.2

18352060

伸 　 縮 　 部

19502000

212.5

515

252.550

伸縮 SL t3.5

（ 伸 縮 量 ： ± ５ ０ ｍ ｍ ）

705

392.5212.5 100

(100)

伸縮 SL t3.2

14901010

伸 　 縮 　 部

19002000

212.5

615

302.5100

伸縮 SL t3.5

（ 伸 縮 量 ： ± １ ０ ０ｍ ｍ ）

支　 柱 　図 S=1:10

＊ 　 メ ッ シ ュ パ ネ ル は 、 亜 鉛 め っ き 鉄 線 ＋ 静 電 粉 体 塗 装 （ 平 均 ５ ０ μ ｍ 以 上 ） と す る 。

＊ 　 投 物 防 止 パ ネ ル 枠 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 押 出 形 材 （ Ａ ６ ０ ６ ３ Ｓ － Ｔ ５ 、 Ａ ６ ０ ０ ５ Ｃ Ｓ － Ｔ ５ ）

（ Ｈ Ｄ Ｚ Ｔ ４ ９ ） ＋ 静 電 粉 体 塗 装 （ 平 均 ５ ０ μ ｍ 以 上 ） と す る 。

＊ 　 支 柱 、 主 要 横 梁 、 下 段 横 梁 、 格 子 は 、 溶 融 亜 鉛 め っ き

＊ 　 ス リ ー ブ は 、 亜 鉛 め っ き ＋ 静 電 粉 体 塗 装 （ 平 均 ５ ０ μ ｍ 以 上 ） と す る 。

＊ 　 反 射 体 は ス ワ レ フ レ ッ ク ス （ ベ ー ス :黒 、 反 射 体 :白 ） と す る 。

＊ 　 取 付 ボ ル ト 類 は 、 溶 融 亜 鉛 め っ き 仕 上 げ と す る 。

 　  ＋アルマイト処理とする。

特 　 記 　 仕 　 様  

正 面

VHT-B-3085HF-WB-SFFF（特） 同等品以上

＊ 　 ス カ ー ト は 、 高 耐 候 め っ き 鋼 板 ＋ 静 電 粉 体 塗 装 （ 平 均 ５ ０ μ ｍ 以 上 ） と す る 。

87.5

1950

87.5

175

1880

8
5

3 5 35

87.5 87.5

175 350

1900

1760

175 175

8
5

7 0

伸 縮 部 支 柱 上 面 納 ま り 詳 細 図 S=1:5

70

350

175175 M10× 45

（ 強 度 区 分  4.6）

抜 け 防 止 ボ ル ト

（ 伸 縮 量 ： ± １ ０ ０ ｍ ｍ ）

伸 縮 部 支 柱 上 面 納 ま り 詳 細 図 S=1:5

（ 伸 縮 量 ： ± ５ ０ ｍ ｍ ）

部  材  数  量  表 VHT-B-3085HF-WB-SFFF（特） 同等品以上

品 　 名 寸　法  (mm) 単 位 数 量 単 位 質 量 (kg/単 位 ) 質 量 (kg) 材 質

支 　 　 　 　 　 柱 H-125x125x4.5x4.5x4.5 本 86 40.24 3460.64 SS400

主 　 要 　 横 　 梁 φ 139.8x3.5 m 153.720 11.80 1813.90 STK400

下 　 段 　 横 　 梁 φ 89.1x3.2 m 153.720 6.78 1042.22 STK400

格 　 　 　 　 　 子 FB-6x25 m 153.720 2.62 402.75 SS400

主要横梁 ｽﾘｰﾌﾞ φ 127.0x3.2x300 個 74 3.08 227.92 STK400

下段横梁 ｽﾘｰﾌﾞ φ 76.3x3.5x300 〃 74 1.95 144.30 〃

主 要 横 梁 　 伸 縮 ｽﾘｰﾌﾞ φ 127.0x3.2x605 〃 2 6.02 12.04 〃

下 段 横 梁 　 伸 縮 ｽﾘｰﾌﾞ φ 76.3x3.5x515 〃 2 3.27 6.54 〃

主 要 横 梁 　 伸 縮 ｽﾘｰﾌﾞ φ 127.0x3.2x705 〃 2 7.00 14.00 STK400

下 段 横 梁 　 伸 縮 ｽﾘｰﾌﾞ φ 76.3x3.5x615 〃 2 3.90 7.80 〃

投 物 防 止 パ ネ ル 836x60 m 461.160 9.22 4251.90 
SWMGH-3

A6063S-T5他

ス 　 カ 　 ー 　 ト t1.6 〃 153.720 3.58 550.32 SGMH400

投 物 防 止 ワ イ ヤ ー φ6x6100 本 86 0.50 43.00 ﾅｲﾛﾝ樹脂皮膜

パ ネ ル 固 定 バ ネ （ 上 ） t1.5 個 164 0.17 27.88 ス テ ン レ ス バ ネ 鋼

パ ネ ル 固 定 バ ネ （ 下 ） t1.5 〃 328 0.21 68.88 〃

取 　 付 　 ボ 　 ル 　 ト M16x50 セ ッ ト 308 0.12 36.96 強 度 区 分  6.8

〃 M12x40 〃 156 0.06 9.36 〃

〃 M12x30 〃 86 0.07 6.02 強 度 区 分  4.8

〃 M12x100 〃 48 0.12 5.76 〃

T　型　ボ　ル　ト M14 〃 16 0.09 1.44 〃

〃 M12 〃 16 0.07 1.12 〃

ア ン カ ー ボ ル ト M22x320 セ ッ ト 172 1.06 182.32 強 度 区 分  6.8

〃 M20x230 〃 172 0.54 92.88 強 度 区 分  4.6

樹 脂 カ プ セ ル TG22RN 本 172 - - -

〃 TG20EN 〃 172 - - -

(153.720 m当り ) 合  計  質  量 12409.95 kg

※格子 の質量は 6本 /mとして計上する。

川越市 建設部 道路街路課

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

投物防止柵詳細図

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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上記調査結果より、必要な場合は設計変更すること。3.

現地調査を行い、図面寸法と照合を行うこと。

既設止水材撤去後、リブ、通行管等がないか確認すること。

1.

2.

注 記

端部ジャバラ蓋

端部ジャバラ蓋詳細図

S=1:40

P5

接着剤(KE-45-TSブラック(同等品以上))

シリコン系

kg

kg

シーリング材(CF5044(同等品以上))

シリコン系

品  名 仕　様 単位 備    考

mNo.28

L

端部シーリング材(マスター300LS(同等品以上)) シリコン系

L

L

乾式止水材バリアレックス-M(同等品以上)

ポリエチレンフォーム防塵フォームPE

止水ゴムパッキン

端部ジャバラ蓋 Lタイプ

25Ax4000

m

ヶ

P5

4.622

2.276

8.376

85.955

1.048

2

2

R-300 m 8.218

下面C15の面取り加工

押さえF.B FB32x6,SS400

m

溶融亜鉛メッキ16.184

M8皿ボルト付きアングル L50x50x6,SS400 m 溶融亜鉛メッキ16.184

プライマー(AQ-1(同等品以上)) シリコン系 0.139

排水ゴム管 25Ax300 ヶ 2

3x40 16.184

導水管

m

ニップル・ホースバンド付き

ヶ

漏水防止材

M8ネジ加工FB FB32ｘ9,SS400 m 溶融亜鉛メッキ16.184

m10x40 16.268

数量表

kgエポキシ樹脂塗料 エポキシ系 0.834

Lエーテル系ウレタンフォーム軟質バックアップ材 33.589

位　置　図

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 P10 A2

P6

P6

4067 4067

100 100

3458.53458.5

638.5 6917 638.5

8194

25
0

2
50

乾式止水材

端部シーリング材

5mm厚

5
0

1 防塵フォーム

乾式止水材寸法

端部ジャバラ蓋

止水ゴムパッキン寸法

軟質バックアップ材1

3 防塵フォーム

排水ゴム管

25Ax300

導水管

25Ax4000

排水ゴム管

25Ax300

導水管

25Ax4000 35593559

584 584 端部ジャバラ蓋

5
0

端部シーリング材

5mm厚

軟質バックアップ材2

2 防塵フォーム

B

B

A

A

26
2

90

122 39x200=7800 212

36225x300=7500272

30 1019 6 594 6 1194 6 1194 6 1194 6 1194 6 594 6 1109 30

212 39x200=7800 122

27225x300=7500362

30 1109 6 594 6 1194 6 1194 6 1194 6 1194 6 594 6 1019 30

90

2
4
6

84

125 39x200=7800 209

8218

100.0(排水ゴム管位置) 100.0(排水ゴム管位置)

209 39x200=7800 125

84

M8皿ボルト付アングル間隔

M8ネジ加工FB取付ボルト間隔

止水ゴム取付ボルト間隔

M8皿ボルト付アングル間隔

M8ネジ加工FB取付ボルト間隔

止水ゴム取付ボルト間隔

止水ゴム取付ボルト間隔

止水ゴム取付ボルト間隔

端部ジャバラ蓋

80-φ10x20長孔止水ゴムパッキン

排水ゴム管

端部ジャバラ蓋

横断面図

平面図

止水ゴムパッキン平面図

4.622

2.276

8.376

85.955

1.048

2
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8.218

16.184

16.184

0.139

2

16.184

16.184
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0.834
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排水ゴム管

6
3
5

"b"部詳細図 S=1:3

6-M8x40皿ボルト

(6-U.Nut,6-W)(SS400)

(溶融亜鉛メッキ)
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17 33
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5
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32

6
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40
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5
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3
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9

9

"a"部詳細図 S=1:3

9

シーリング材

9x9mm角

M8ネジ加工F.B.

6 50-300

M8皿ボルト付アングル

押さえF.B

97 5x200=1000 97

1194

押さえF.B S=1:20

97 5x200=1000 97

1194

147 3x300=900 147

3317

50

5
0

25
25

5
0

M8皿ボルト付アングル S=1:20

4-φ12孔

漏水防止材"b"

6-φ12孔

1
6

16

32

6

6

147 3x300=900 147

1194

1
6

16

3
2

9

M8ネジ加工F.B詳細図 S=1:20

4-M8-P1.25(4-M8x16,4-SW,4-W)

(溶融亜鉛メッキ)

(3x40)

乾式止水材 S=1:10

11
5
.4

No.28

290

伸縮部
止水膜 支柱層

防塵層

C15 C15

C-C矢視図 S=1:10

M8皿ボルト付アングル

M8ネジ加工FB
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継目部に充填

シーリング材
50 128 50

246

9 9

40

シーリング材

9x9mm角

M8皿ボルト付アングル

6 50-300

シーリング材

15mm角

15

246

シーリング材

止水ゴムパッキン

押さえF.B

M8ネジ加工F.B

9x9mm角

C C

乾式止水材

"a"

防塵フォーム

プライマー

接着材

エポキシ樹脂塗料

5
0

1
2
5

22
5

12
4
00

262<斜寸法>

端部シーリング材

5mm厚

A-A矢視図 S=1:10 B-B矢視図 S=1:10

1
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2
5

1
2

11
5
.4

止水ゴムパッキン断面図 S=1:5

10
6

17 23 1723

40 40150

7
5

R-300

取付穴

※漏水防止材の厚さ10mmは製作時の

  厚さであり、施工時には圧着させる。

漏水防止材

(10x40)

補強材入り

230

軟質バックアップ材 S=1:30

1 2

防塵フォーム詳細図 S=1:30

1 2
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112167mm 2 112167mm 2 83592mm 2
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57912mm 2

久 下 戸 跨 線 橋  伸縮 装 置 止 水 図

川越市 建設部 道路街路課

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号
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全 体 図 S=1:400

側 面 図 S=1:50

A1、<A2> P1～P4、<P7>、P8～P10

橋脚寸法表

断 面 図 S=1:50

A1、<A2>

P1～P10

850

P1 P2 P3 P4 P7 P8 P9 P10

L

l1

h1

h2

h3

h4

h5

n

V1

n1

850 950 950 1011 950 850 850

814 814 914 914 979 914 814 814

1230 1230 1240 1240 1240 1240 1230 1230

350 350 300 300 319 300 350 350

495 495 424 424 451 424 495 495

490 2801920 3400 4620 4471 3190 1710

633 633 643 643 639 643 633 633

1920 17101700 2290 2215.5 1595

1 2 2 2 2 1

-

-

-

-

l2

2990 4470 5690 5541 4260 2780

13 13 13 13 12 111211

1560 1350

L
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0
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00

68 1117
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3
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900300 64
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0

▽7.80

VP 100A

既設鋼管

インクリ-ザ-

(125x100 L=145)

▽7.80
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0

既設鋼管
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5
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1
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4
2
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2
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撤去数量

1-VP 100Ax 784

1-VP 100Ax3151
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1-VP 100Ax 391

1-VP 100Ax4971

45°エルボ

3-インクリ-ザ-

2-LL Φ100

1-DT Φ100

1-WLT Φ100

2-45°エルボ

1-掃除口

13-Aタイプ

2-VP 100Ax 416

1-VP 100Ax 374

1-VP 100Ax1988<2126>

撤去数量

1-VP 100Ax 720<784>

1-VP 100Ax2949<3151>

1-VP 100Ax 550

1-VP 100Ax 364<391>

1-VP 100Ax V1

3-インクリ-ザ-

2-LL Φ100

1-DT Φ100
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2-45°エルボ
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注）,（　）内はP5、P6、P7を示す。
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既設鋼管

既設鋼管

　 　 現 地 検 測 の 上 、 相 違 が な い か 確 認 す る こ と 。

注 記 )

１ ． 躯 体 形 状 は 竣 工 図 を 基 に 作 成 し た も の で 工 事 の 際 は

２ ． 取 付 位 置 は 現 地 検 測 の 上 決 定 の こ と 。

３ ． ア ン カ ー 削 孔 の 際 は 既 設 鉄 筋 を 破 断 せ ぬ よ う

　 　 配 筋 調 査 を 行 う こ と 。

４ ． 施 工 に あ た っ て は 、 詳 細 調 査 を 行 い 、 形 状 寸 法 ・ 損 傷 状 況

　 　 を 確 認 し 、 修 正 を 行 う こ と 。 そ の 際 、 数 量 等 に 変 動 が あ る

　 　 場 合 は 監 督 員 と 協 議 し 、 対 応 に あ た る こ と 。

５ ． 施 工 に あ た っ て は 、 詳 細 調 査 を 行 い 、 形 状 寸 法 ・ 損 傷 状 況

　 　 を 確 認 し 、 修 正 を 行 う こ と 。 そ の 際 、 数 量 等 に 変 動 が あ る

　 　 場 合 は 監 督 員 と 協 議 し 、 対 応 に あ た る こ と 。

251400

20460 20460 20460 20460 20460 204602046020460204602346043800

70 70 70 70 70 70 70 70 30 190 50 50 190 60 85 85 70 70 70 70 70 704370020320 20320 20320 20320 20240 43700 23210 20290 20320 20320 20320

P10 A2P9P8P7P6P5P4P3P2P1A1

64
850

1
23

0

35
0

64
850

12
3
0

3
50

64
950

1
2
40

30
0

64
950

1
2
40

3
0
0

64
950

1
2
40

3
0
0

64
850

12
3
0

35
0

64
850

12
3
0

35
0

64
1014

1
24

0

31
9

68
1117

12
8
0

31
9

68
1117

12
8
0

31
9

64
900

64
900

久 下戸 跨 線 橋 　 排 水装 置 取 替 え 工 図 （ その 1）
既 設 図 　 A1橋台 ～ A2橋 台

川越市 建設部 道路街路課

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

排水装置取替工図（その１）

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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川越市 建設部 道路街路課

工事名

図面名

縮尺 図示 図面番号

排水装置取替工図（その２）

②

久下戸跨線橋耐震補強及び補修工事(その2)
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断 面 図 S=1:30 側 面 図 S=1:30

新設 図　 P5橋脚

　 　 現 地 検 測 の 上 、 相 違 が な い か 確 認 す る こ と 。

注 記 )

１ ． 躯 体 形 状 は 竣 工 図 を 基 に 作 成 し た も の で 工 事 の 際 は

２ ． 取 付 位 置 は 現 地 検 測 の 上 決 定 の こ と 。

３ ． ア ン カ ー 削 孔 の 際 は 既 設 鉄 筋 を 破 断 せ ぬ よ う

　 　 配 筋 調 査 を 行 う こ と 。

４ ． 施 工 に あ た っ て は 、 詳 細 調 査 を 行 い 、 形 状 寸 法 ・ 損 傷 状 況

　 　 を 確 認 し 、 修 正 を 行 う こ と 。 そ の 際 、 数 量 等 に 変 動 が あ る

　 　 場 合 は 監 督 員 と 協 議 し 、 対 応 に あ た る こ と 。

５ ． 施 工 に あ た っ て は 、 詳 細 調 査 を 行 い 、 形 状 寸 法 ・ 損 傷 状 況

　 　 を 確 認 し 、 修 正 を 行 う こ と 。 そ の 際 、 数 量 等 に 変 動 が あ る

　 　 場 合 は 監 督 員 と 協 議 し 、 対 応 に あ た る こ と 。

久 下戸 跨 線 橋 　 排 水装 置 取 替 工 図 （ そ の２ ）
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上部工排水管 
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1-VP 100Ax1973

新設数量
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5-ソケット　Φ100

1-VP 100Ax2115
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止め 金 具取 付 け図

　 　 現 地 検 測 の 上 、 相 違 が な い か 確 認 す る こ と 。

注 記 )

１ ． 躯 体 形 状 は 竣 工 図 を 基 に 作 成 し た も の で 工 事 の 際 は

２ ． 取 付 位 置 は 現 地 検 測 の 上 決 定 の こ と 。

３ ． ア ン カ ー 削 孔 の 際 は 既 設 鉄 筋 を 破 断 せ ぬ よ う

　 　 配 筋 調 査 を 行 う こ と 。

４ ． 施 工 に あ た っ て は 、 詳 細 調 査 を 行 い 、 形 状 寸 法 ・ 損 傷 状 況

　 　 を 確 認 し 、 修 正 を 行 う こ と 。 そ の 際 、 数 量 等 に 変 動 が あ る

　 　 場 合 は 監 督 員 と 協 議 し 、 対 応 に あ た る こ と 。

５ ． 施 工 に あ た っ て は 、 詳 細 調 査 を 行 い 、 形 状 寸 法 ・ 損 傷 状 況

　 　 を 確 認 し 、 修 正 を 行 う こ と 。 そ の 際 、 数 量 等 に 変 動 が あ る

　 　 場 合 は 監 督 員 と 協 議 し 、 対 応 に あ た る こ と 。
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川越市 建設部 道路街路課
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縮尺 図示 図面番号

排水装置取替工図（その３）
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35　/ 38



A 1 P1 P2 P 3 P4 P5 P6L1 L2 P7
P8

P9 L3 L4A2

径間長　20460 径間長　20460 径間長　 20460 径間長　 20460 径間長　20460 径間長　43800 径間長　 20460 径間長　 20460 径間長　2046020000 18500 1500 1500 18500

53400 橋長　 251400 50400

355200

13400 10400

S=1:600平 面図

P10

川 越 方

大 宮 方

ト
ラ
フ

ト
ラ
フ

川
越
線

水
路

600
0
250

0

281
00

890
0 350

0

250
0

400
0

道
路

水
路

道
路

JR管
理

20000径間長　20460径間長　 23460

5
0
0 1
5
0
05
0
0

2
5
0
0

500

1000

500

2000
500

1000

500

2000

5
0
0 1
5
0
05
0
0

2
5
0
0

1
7
0
0 1
5
0
01
7
0
0

4
9
0
0

1 700

1000

1700

4400

1
7
0
0 1
5
0
01
7
0
0

4
9
0
0

1 7 00

1000

1700

4400

1
7
0
0 1
5
0
01
7
0
0

4
9
0
0

1 7 00

1300

1700

4700

1
7
0
0 1
5
0
01
7
0
0

4
9
0
0

1 700

1300

1700

4700

1
7
0
0 1
5
0
01
7
0
0

4
9
0
0

1 7 00

1300

1700

4700

1
7
0
0 1
5
0
01
7
0
0

4
9
0
0

（ 1700）

1809

（ 1300）

1384

（ 1700）

1809
（ 4784）

5002

5
2
1
4

S=1:100

※ 特 記 事 項

　 1． 本 図 面 は 、 既 存 資 料 お よ び 現 地 計 測 を も と に 作 成 し た 図 面 で あ る 。
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※ 特 記 事 項

　 1． 本 図 面 は 、 既 存 資 料 お よ び 現 地 計 測 を も と に 作 成 し た 図 面 で あ る 。
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